


 



まえがき

我が国の電炉業は鉄スクラップを主原料とする典型的なリサイクル産業で、小資源国

における鉄スクラップ有効利用は、今や社会性と経済性の高い循環型社会形成の象徴的

なシンボルと考えられます。加えて省エネルギーや二酸化炭素低減にも有効な製鋼法を

有しています。

当工業会では、 日本鉄鋼連盟と普通鋼電炉工業会が主体となって学識研究者、 ユー

ザー及びメーカーが一体となった「電炉鉄筋棒鋼研究委員会」 委員長：小倉弘一郎・明

治大学教授 が 年に発足し、電炉鉄筋棒鋼の化学成分、機械的性質、曲げ性、圧接性、

溶接性、疲労特性、コンクリートとの付着特性等について調査研究が行われ、 年 月

に報告書が取り纏められ公表されました。この報告書は電炉鉄筋の基本的特性に関する

新知見として高く評価され、電炉鉄筋の健全な利用と発展に大きく寄与してきておりま

す。

そしてこれを契機として、普通鋼電炉工業会では「電炉鉄筋棒鋼品質調査委員会」を

設置し、定期的に電炉メーカーの製造する鉄筋棒鋼の化学成分・機械的性質・形状・質

量等の実態調査結果を電炉鋼材フォーラムで報告するとともに、関係方面に公表してお

ります。前回（ 年）の調査委員会では、第 回目の調査研究報告書が発表されてから

余年あまり経過していることから、既往の文献調査等を実施して最新の知見を収集し

た報告書を作成しました。前回の報告以降、 年には 「鉄筋コンクリート

用 棒 鋼 」の改定により、 を 超える 、 、 、 、 、

の種類の記号が新たに追加されました。今回の調査報告では、従来の定例報告に

加え、電炉メーカーが国土交通大臣の認定を受けて製造し、市場に供給されている高強

度鉄筋の品質等を調査した結果を報告します。さらに、高強度鉄筋の 割の生産量である、

せん断補強筋用の鉄筋の付着性能およびひび割れ性状に関して、損傷評価のための基礎

データを取り込みましたので、一部を紹介します。

この報告書に盛られた最新の諸情報が、設計、施工技術者等のユーザーほか関係各位

に広く読まれ、的確な認識のもと活用されますことを所望致します。また、不純物を含

み、成分ばらつきの多い鉄スクラップから、可能な限り高品質の鉄筋を造るための努力

が各社で積み重ねられております。普通鋼電炉工業会の会員メーカーに於かれては、従

来の品質に奢ることなく一層の品質改善に取り組まれることを期待します。

最後に本報告書刊行に当たり、討議に参加された委員各位、執筆にご協力いただいた

関係団体等の皆様、ならびに事務局には、多大なるご尽力を賜りましたことを心より感

謝致します。

年 月

電炉鉄筋棒鋼品質調査委員会

委員長 中野 克彦
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．定例調査の実施方法

今回の品質調査は現在流通している電炉鉄筋棒鋼の

実態を把握するため、鉄筋棒鋼を製造している普通鋼電

炉工業会会員会社の内、鉄筋棒鋼を生産している全国

社 製造所から、ヵ年分の品質データを収集した。

品質データ収集は、 年 月から翌 年 月の

期間とし、この間で製造した （ ～ ）、

（ ～ ）、 （ ～ ）、 （ ～ ）の

品種について、化学成分、機械的性質、質量、寸法

の品質データ（最小値、最大値、平均値）をアンケート

方式で収集した。収集したデータは各々の品質ごとに

規格に基づき、最小値、最大値、平均値を求めると

共に過去（ 年 月～ 年 月）に行った調査結

果との比較を行った。

．化学成分調査結果

収集したデータの化学成分の今回調査と前回調査との

対照表を表 ～表 に示す．

またトランプエレメント（ ）が地域によっ

て差異があるかどうかも調査を行い、 、

、 の 品種について各メーカーのトラン

プエレメントの平均値を地域ごとに平均化し、その結果

を表 、図 に示した．

（一般鉄筋）

量は平均で と前回より 低下した．最

大値は 規格 以下を満足している．

量は平均で と前回とほぼ同様の実績であ

った．最大値は 規格 以下を満足してい

る．

量については平均で と前回より 上

昇した．最大値は 規格 を満足している．

量は平均値で と前回より 上昇した．

最大値は 規格 以下を満足している．

量は平均が ～ と前回より 程

低下した．最大値は 規格 以下を満足し

ている．

量は平均が で の上昇、 量は平均

が で の上昇、 量は平均が と

の上昇， 量は今回初集計で となっ

た．トランプエレメントは前回実績より若干の上

昇傾向が見られる

新 により ， の上限値が設定されたが，

最大値がオーバーする実績は見られなかった．

（一般鉄筋）

量は平均値が で、前回調査と大差がなかっ

た。また、前回同様、サイズの違いによる差異も

なかった．最大値は、いずれのサイズも で

規格 以下を満足している．

量は平均値が ～ と前回とほぼ同程度

の実績であった．また、最大値は 規格

以下を十分に満足している．

量は平均値が ～ と前回と比較して

ほど上昇している。また、サイズが太くなる

につれ、 量が増えている。最大値は、 規格

以下を十分に満たしている．

量、 量ともほぼ前回調査と同様の実績であった。

両者ともサイズによる差異もなく、最大値はいず

れも 規格 以下を満たしている．

量は平均値が ～ と前回調査より

ほど上昇している．また、 量は平均値が

～ と前回とほぼ同様の実績であった。い

ずれもサイズによる差異はなかった。 量は平均

が とほぼ前回と同様の実績であった． 量

は今回初集計で ～ となった．

量は平均値が と前回より ほど減少

している．

新 により炭素当量は から に評価方

法が変更になっており上限値は 引き上げら

れている． は に対して 程度高い

値になっており，上限値の設定は妥当であったと

思われる．

（一般鉄筋）

量の平均値は ～ と、前回調査と差異は

なかった．サイズによる差異もなかった．最大値

は と 規格 以下を満たしている．

量は平均値が ～ と前回より 上

昇している．サイズによる差異は見られなかった．

最大値は と 規格 以下を満たしてい

る．

量は平均値が ～ と前回とほとんど変

わらない．サイズが太くなるにつれ、 量は増加

している．最大値は と 規格 以下を

満たしている．

量、 量は前回調査とほぼ同程度の結果になった．

また、 量、 量とも最大値は と 規格

以下を満たしている．

量は ～ と前回より 上昇してい

る． 量は と前回より の低下， 量

は平均値が と前回より 上昇してい
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る． 量は今回初集計で ～ となった．

量は平均値が ～ と前回より

低下している．また、 サイズと他サイズの差

異は低減されている．

新 により炭素当量は から に評価方

法が変更になっており上限値は ％引き上げら

れている． は に対して 程度高い

値になっており，上限値の設定は妥当であったと

思われる．

（一般鉄筋）

量の平均値は ～ と前回と同程度であ

った．最大値は と 規格 を満たして

いる．

量の平均値は ～ と前回と同程度であ

った．最大値は と 規格 以下を満た

している．

量の平均値は ～ となっており、前回

より 上昇している．最大値は と 規

格 以下を満たしている．

量の平均値は で前回調査とほぼ同程度だ

った． 量の平均値は ～ と前回に比べ

やや上昇している．最大値はともに 規格

以下を満たしている．

量の平均値は ～ と前回と比べ

増加している、 量の平均値は ～ と

の上昇、 量の平均値は、 ～ と

前回と差異は無かった． 量は今回初集計で

～ となった．

量の平均値は であるが、サイズによって

～ と幅広くなっており、前回より

の大幅低下となった． サイズは他のサ

イズに比べて一段高い 量となっている．

新 により炭素当量は から に評価方

法が変更になっており上限値は 引き上げら

れている． は に対して 程度高い

値になっており，上限値の設定は妥当であったと

思われる．

一般鉄筋とねじ節鉄筋の比較

では、ねじ節鉄筋の方が一般鉄筋より 量，

量および 量は若干高くなっている． 量およ

び 量はねじ節鉄筋の方が若干低くなっている．

では一般鉄筋よりねじ節鉄筋の方が， 量

が低くなっていた．

ではねじ節鉄筋の方が一般鉄筋より 量，

量が低く、 量が高い傾向にあった．

ではねじ節鉄筋の方が一般鉄筋より 量，

量および 量が高く、 量および 量が低い．

量についてはねじ節鉄筋では、サイズが太くな

るにつれ増加している．

トランプエレメントの地域比較（ ， ，

， ）

量は相対的に関西・中国地区で低下し、東北・

上越・中部地区で上昇がみられた．全国的には上

昇傾向が見える．

量は中部地区で大きな上昇傾向がみられる．

量は関西、中国・中部地方で大きな上昇傾向が

みられる．

量は関西，中国地区および九州，沖縄地区が他

地区より若干高い傾向がある．

まとめ

前回 から今回 に集計鋼種が変わって

いるが成分値を比較しても大きな変化はみられな

かった．

新 により炭素当量が から へ変更に

なっているが， の上限値を超えている事例は

なく設定は妥当であったと思われる．

トランプエレメント地域比較では、関西・中国地

方の値に変化が見られた．また全国的に 量は上

昇傾向にあった．

全鋼種、全サイズにおいて 規格を満たしてい

ることが確認された．
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値
C D10 0.11 0.29 0.185 - - - 0.12 0.26 0.178 - - - 0.27以下

(%) D13 0.11 0.30 0.185 0.15 0.24 0.192 0.10 0.27 0.177 0.15 0.25 0.190
D16 0.12 0.30 0.187 0.15 0.22 0.187 0.13 0.26 0.179 0.15 0.25 0.191

Si D10 0.01 0.29 0.158 - - - 0.07 0.33 0.163 - - - 0.55以下
(%) D13 0.01 0.31 0.157 0.12 0.18 0.143 0.06 0.35 0.161 0.12 0.24 0.150

D16 0.07 0.32 0.162 0.12 0.20 0.152 0.08 0.32 0.166 0.12 0.20 0.149
Mn D10 0.42 0.97 0.622 - - - 0.44 0.99 0.650 - - - 1.50以下
(%) D13 0.08 1.00 0.618 0.65 0.81 0.710 0.42 1.00 0.638 0.52 0.79 0.696

D16 0.43 1.04 0.619 0.52 0.76 0.687 0.45 1.03 0.635 0.50 0.78 0.691
P D10 0.011 0.049 0.0260 - - - 0.012 0.049 0.0269 - - - 0.050以下
(%) D13 0.011 0.049 0.0259 0.022 0.034 0.0284 0.011 0.049 0.0265 0.020 0.040 0.0303

D16 0.012 0.047 0.0261 0.025 0.033 0.0286 0.012 0.047 0.0266 0.018 0.043 0.0300
S D10 0.002 0.050 0.0304 - - - 0.007 0.050 0.0309 - - - 0.050以下
(%) D13 0.005 0.050 0.0305 0.018 0.044 0.0310 0.009 0.050 0.0303 0.023 0.041 0.0289

D16 0.006 0.049 0.0296 0.016 0.041 0.0317 0.009 0.048 0.0287 0.023 0.034 0.0279
Cu D10 0.09 0.70 0.277 - - - 0.11 0.78 0.296 - - - -
(%) D13 0.09 0.89 0.274 0.18 0.33 0.230 0.10 0.74 0.295 0.19 0.44 0.258

D16 0.10 0.80 0.279 0.19 0.33 0.245 0.10 0.74 0.299 0.22 0.38 0.281
Cr D10 0.05 0.57 0.214 - - - 0.03 0.78 0.249 - - - -
(%) D13 0.05 0.61 0.216 0.13 0.31 0.206 0.04 0.60 0.245 0.08 0.33 0.203

D16 0.05 0.68 0.210 0.09 0.26 0.183 0.05 0.58 0.230 0.07 0.35 0.208
Sn D10 0.002 0.110 0.0158 - - - 0.000 0.084 0.0178 - - - -
(%) D13 0.001 0.130 0.0159 0.010 0.024 0.0140 0.000 0.093 0.0172 0.010 0.046 0.0136

D16 0.002 0.089 0.0159 0.008 0.021 0.0138 0.000 0.240 0.0183 0.010 0.044 0.0236
Mo D10 - - - - - - 0.008 0.236 0.0247 - - - -
(%) D13 - - - - - - 0.008 0.097 0.0244 0.010 0.030 0.0160

D16 - - - - - - 0.009 0.081 0.0242 0.013 0.038 0.0180
V D10 0.001 0.025 0.0045 - - - 0.001 0.030 0.0038 - - - -
(%) D13 0.001 0.027 0.0047 0.004 0.009 0.0070 0.001 0.033 0.0043 0.000 0.011 0.0068

D16 0.001 0.028 0.0043 0.003 0.009 0.0061 0.001 0.023 0.0041 0.000 0.013 0.0067
Ceq D10 - - - - - - 0.25 0.50 0.352 - - - -
(%) D13 - - - - - - 0.03 0.48 0.349 0.30 0.42 0.359

D16 - - - - - - 0.26 0.47 0.334 0.30 0.40 0.361
C+Mn/6 D10 0.22 0.41 0.274 - - - - - 0.286 - - - -

(%) D13 0.14 0.42 0.269 0.26 0.36 0.310 - - 0.284 - - 0.306
D16 0.21 0.42 0.282 0.26 0.34 0.302 - - 0.285 - - 0.306

表2.1  化学成分の調査結果 ： SD295

一般鉄筋 一般鉄筋ねじ節鉄筋 ねじ節鉄筋
前回（2017年） 今回（2022年）

JIS
規格値
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値
C D10 0.19 0.27 0.226 - - - 0.16 0.27 0.231 - - - 0.27以下

(%) D13 0.18 0.27 0.234 0.22 0.25 0.239 0.16 0.27 0.227 0.22 0.27 0.243
D16 0.18 0.27 0.219 0.22 0.26 0.237 0.17 0.27 0.229 0.23 0.26 0.247
D19 0.18 0.27 0.237 0.21 0.27 0.233 0.18 0.27 0.231 0.21 0.27 0.243
D22 0.17 0.27 0.238 0.20 0.27 0.233 0.17 0.27 0.232 0.20 0.27 0.236
D25 0.16 0.27 0.239 0.20 0.27 0.231 0.17 0.27 0.233 0.20 0.27 0.238
D29 0.18 0.27 0.239 0.21 0.27 0.234 0.19 0.27 0.237 0.20 0.27 0.240
D32 0.18 0.27 0.240 0.20 0.27 0.238 0.18 0.27 0.238 0.22 0.26 0.244
D35 0.18 0.27 0.239 0.21 0.27 0.238 0.16 0.27 0.236 0.21 0.26 0.242
D38 0.19 0.27 0.240 0.19 0.27 0.236 0.16 0.27 0.233 0.20 0.27 0.243
D41 0.20 0.27 0.240 0.21 0.27 0.241 0.19 0.27 0.239 0.21 0.26 0.243
D51 0.19 0.27 0.237 0.20 0.27 0.234 0.18 0.27 0.239 0.20 0.27 0.237

Si D10 0.09 0.26 0.176 - - - 0.12 0.27 0.188 - - - 0.55以下
(%) D13 0.10 0.40 0.187 0.14 0.23 0.186 0.10 0.42 0.201 0.16 0.23 0.198

D16 0.11 0.41 0.174 0.12 0.24 0.195 0.10 0.40 0.195 0.16 0.24 0.198
D19 0.11 0.42 0.195 0.11 0.26 0.181 0.09 0.42 0.201 0.12 0.35 0.199
D22 0.11 0.44 0.197 0.12 0.33 0.189 0.09 0.44 0.201 0.13 0.30 0.206
D25 0.11 0.44 0.197 0.11 0.30 0.176 0.02 0.44 0.200 0.12 0.33 0.207
D29 0.12 0.45 0.200 0.13 0.25 0.182 0.09 0.44 0.204 0.15 0.33 0.216
D32 0.11 0.41 0.191 0.13 0.26 0.192 0.11 0.42 0.202 0.15 0.27 0.216
D35 0.12 0.41 0.192 0.15 0.27 0.201 0.11 0.45 0.209 0.15 0.32 0.222
D38 0.12 0.45 0.192 0.15 0.26 0.201 0.12 0.45 0.203 0.14 0.29 0.220
D41 0.13 0.28 0.197 0.16 0.26 0.206 0.14 0.29 0.217 0.14 0.31 0.229
D51 0.14 0.29 0.217 0.16 0.31 0.226 0.13 0.29 0.217 0.15 0.31 0.234

Mn D10 0.57 1.12 0.788 - - - 0.55 1.04 0.844 - - - 1.60以下
(%) D13 0.55 1.14 0.812 0.69 0.83 0.781 0.64 1.08 0.833 0.80 1.00 0.902

D16 0.56 1.12 0.765 0.68 0.92 0.817 0.64 1.10 0.837 0.71 0.99 0.907
D19 0.67 1.18 0.876 0.72 1.09 0.926 0.63 1.14 0.877 0.73 1.02 0.885
D22 0.70 1.19 0.891 0.72 1.07 0.914 0.64 1.14 0.878 0.72 1.06 0.860
D25 0.70 1.22 0.899 0.70 1.08 0.934 0.65 1.28 0.891 0.74 1.06 0.864
D29 0.71 1.17 0.888 0.72 1.05 0.924 0.69 1.17 0.890 0.73 1.03 0.859
D32 0.70 1.20 0.888 0.77 1.02 0.914 0.70 1.15 0.894 0.78 1.03 0.888
D35 0.75 1.14 0.891 0.76 1.10 0.926 0.74 1.38 0.904 0.73 1.04 0.884
D38 0.75 1.26 0.879 0.76 1.07 0.926 0.74 1.38 0.911 0.78 1.07 0.917
D41 0.79 1.25 0.913 0.79 1.06 0.923 0.79 1.06 0.890 0.79 1.03 0.907
D51 0.79 1.12 0.940 0.79 1.11 0.948 0.80 1.13 0.926 0.79 1.14 0.918

P D10 0.017 0.036 0.0266 - - - 0.017 0.037 0.0280 - - - 0.040以下
(%) D13 0.012 0.040 0.0258 0.024 0.034 0.0299 0.015 0.039 0.0263 0.023 0.034 0.0288

D16 0.014 0.039 0.0244 0.024 0.036 0.0299 0.014 0.038 0.0268 0.012 0.037 0.0274
D19 0.014 0.040 0.0271 0.014 0.036 0.0274 0.014 0.040 0.0273 0.009 0.039 0.0269
D22 0.013 0.039 0.0271 0.018 0.036 0.0274 0.014 0.040 0.0274 0.009 0.039 0.0265
D25 0.014 0.040 0.0273 0.015 0.038 0.0267 0.014 0.040 0.0276 0.012 0.038 0.0269
D29 0.015 0.039 0.0273 0.018 0.035 0.0274 0.015 0.040 0.0278 0.016 0.039 0.0266
D32 0.013 0.038 0.0273 0.016 0.038 0.0278 0.015 0.039 0.0279 0.016 0.040 0.0279
D35 0.011 0.040 0.0275 0.017 0.036 0.0278 0.008 0.038 0.0275 0.016 0.036 0.0269
D38 0.012 0.040 0.0275 0.011 0.038 0.0275 0.015 0.038 0.0281 0.015 0.037 0.0268
D41 0.016 0.039 0.0280 0.019 0.037 0.0283 0.018 0.038 0.0289 0.012 0.040 0.0256
D51 0.014 0.039 0.0274 0.014 0.038 0.0274 0.017 0.037 0.0280 0.013 0.040 0.0261

S D10 0.015 0.040 0.0277 - - - 0.008 0.039 0.0299 - - - 0.040以下
(%) D13 0.005 0.040 0.0281 0.027 0.038 0.0321 0.010 0.040 0.0276 0.025 0.034 0.0301

D16 0.005 0.040 0.0261 0.019 0.037 0.0311 0.010 0.040 0.0269 0.016 0.035 0.0299
D19 0.003 0.040 0.0287 0.017 0.040 0.0301 0.004 0.040 0.0273 0.015 0.039 0.0283
D22 0.003 0.040 0.0288 0.008 0.039 0.0303 0.005 0.040 0.0274 0.017 0.037 0.0266
D25 0.003 0.040 0.0289 0.017 0.040 0.0310 0.005 0.040 0.0273 0.017 0.036 0.0262
D29 0.005 0.040 0.0286 0.016 0.039 0.0294 0.007 0.040 0.0266 0.018 0.035 0.0266
D32 0.005 0.040 0.0285 0.015 0.040 0.0296 0.007 0.040 0.0266 0.020 0.036 0.0277
D35 0.009 0.040 0.0286 0.019 0.039 0.0290 0.007 0.039 0.0257 0.021 0.280 0.1215
D38 0.007 0.040 0.0291 0.019 0.039 0.0294 0.007 0.039 0.0262 0.021 0.036 0.0273
D41 0.013 0.040 0.0282 0.019 0.038 0.0281 0.013 0.039 0.0264 0.020 0.035 0.0264
D51 0.015 0.039 0.0289 0.013 0.038 0.0277 0.017 0.040 0.0277 0.018 0.036 0.0269

表2.2-1  化学成分の調査結果 ： SD345

一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋
前回（2017年） 今回（2022年）

JIS
規格値
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値
Cu D10 0.12 0.40 0.269 - - - 0.13 0.41 0.275 - - - -
(%) D13 0.10 0.52 0.273 0.19 0.32 0.255 0.11 0.60 0.294 0.22 0.36 0.307

D16 0.10 0.52 0.253 0.17 0.34 0.241 0.12 0.56 0.300 0.19 0.38 0.262
D19 0.13 0.59 0.282 0.12 0.43 0.209 0.10 0.57 0.307 0.14 0.40 0.259
D22 0.14 0.61 0.284 0.14 0.44 0.217 0.10 0.62 0.308 0.13 0.46 0.247
D25 0.13 0.61 0.284 0.14 0.44 0.213 0.10 0.62 0.311 0.15 0.43 0.245
D29 0.07 0.55 0.285 0.15 0.39 0.218 0.12 0.52 0.307 0.16 0.44 0.258
D32 0.15 0.50 0.281 0.13 0.43 0.232 0.13 0.56 0.306 0.14 0.43 0.268
D35 0.13 0.52 0.283 0.14 0.40 0.231 0.13 0.62 0.306 0.16 0.40 0.269
D38 0.15 0.52 0.282 0.14 0.41 0.226 0.14 0.62 0.306 0.14 0.40 0.281
D41 0.14 0.43 0.284 0.13 0.40 0.245 0.22 0.62 0.322 0.14 0.40 0.261
D51 0.13 0.40 0.275 0.13 0.36 0.227 0.15 0.44 0.308 0.14 0.44 0.270

Cr D10 0.07 0.38 0.225 - - - 0.08 0.40 0.251 - - - -
(%) D13 0.06 0.51 0.200 0.08 0.27 0.169 0.05 0.43 0.209 0.07 0.38 0.164

D16 0.05 0.43 0.179 0.09 0.25 0.168 0.05 0.56 0.207 0.06 0.27 0.160
D19 0.05 0.59 0.205 0.07 0.46 0.243 0.05 0.62 0.210 0.06 0.41 0.206
D22 0.03 0.45 0.204 0.06 0.41 0.218 0.05 0.50 0.217 0.05 0.47 0.236
D25 0.05 0.57 0.206 0.06 0.43 0.268 0.05 0.49 0.216 0.05 0.46 0.282
D29 0.06 0.43 0.193 0.08 0.45 0.244 0.05 0.40 0.192 0.06 0.43 0.253
D32 0.06 0.45 0.203 0.07 0.44 0.223 0.06 0.45 0.179 0.07 0.43 0.224
D35 0.06 0.43 0.197 0.08 0.49 0.227 0.05 0.50 0.197 0.06 0.47 0.224
D38 0.07 0.38 0.195 0.08 0.45 0.234 0.06 0.45 0.207 0.07 0.47 0.199
D41 0.06 0.38 0.181 0.06 0.37 0.188 0.06 0.43 0.181 0.07 0.41 0.248
D51 0.07 0.35 0.179 0.07 0.36 0.204 0.06 0.41 0.184 0.05 0.42 0.202

Sn D10 0.004 0.057 0.0155 - - - 0.007 0.037 0.0163 - - - -
(%) D13 0.002 0.084 0.0153 0.009 0.025 0.0143 0.000 0.062 0.0157 0.013 0.122 0.0424

D16 0.001 0.090 0.0146 0.007 0.026 0.0147 0.000 0.062 0.0158 0.010 0.040 0.0270
D19 0.002 0.060 0.0170 0.005 0.046 0.0147 0.006 0.050 0.0235 0.005 0.055 0.0183
D22 0.003 0.156 0.0174 0.003 0.069 0.0148 0.006 0.057 0.0161 0.006 0.037 0.0194
D25 0.005 0.156 0.0174 0.007 0.044 0.0150 0.000 0.090 0.0162 0.007 0.040 0.0185
D29 0.007 0.068 0.0164 0.007 0.030 0.0145 0.008 0.049 0.0159 0.006 0.036 0.0236
D32 0.007 0.080 0.0159 0.007 0.048 0.0154 0.008 0.200 0.0232 0.007 0.040 0.0282
D35 0.007 0.080 0.0169 0.008 0.027 0.0149 0.008 0.040 0.0158 0.006 0.030 0.0219
D38 0.007 0.080 0.0161 0.008 0.031 0.0144 0.008 0.040 0.0143 0.007 0.040 0.0242
D41 0.008 0.070 0.0173 0.007 0.026 0.0137 0.008 0.040 0.0161 0.007 0.050 0.0147
D51 0.010 0.050 0.0170 0.008 0.049 0.0161 0.008 0.050 0.0181 0.007 0.051 0.0151

Mo D10 - - - - - - 0.012 0.074 0.0264 - - - -
(%) D13 - - - - - - 0.007 0.068 0.0239 0.012 0.046 0.0216

D16 - - - - - - 0.007 0.070 0.0246 0.012 0.042 0.0204
D19 - - - - - - 0.007 0.074 0.0241 0.011 0.051 0.0206
D22 - - - - - - 0.009 0.070 0.0244 0.009 0.060 0.0205
D25 - - - - - - 0.009 0.080 0.0243 0.011 0.070 0.0196
D29 - - - - - - 0.010 0.073 0.0265 0.011 0.042 0.0201
D32 - - - - - - 0.010 0.084 0.0261 0.010 0.044 0.0216
D35 - - - - - - 0.010 0.084 0.0271 0.010 0.084 0.0226
D38 - - - - - - 0.010 0.080 0.0265 0.010 0.052 0.0236
D41 - - - - - - 0.013 0.058 0.0281 0.011 0.040 0.0217
D51 - - - - - - 0.010 0.053 0.0254 0.009 0.064 0.0236

V D10 0.001 0.021 0.0073 - - - 0.001 0.014 0.0043 - - - -
(%) D13 0.001 0.021 0.0087 0.010 0.019 0.0134 0.001 0.025 0.0074 0.000 0.014 0.0078

D16 0.000 0.024 0.0080 0.011 0.022 0.0146 0.001 0.024 0.0072 0.000 0.020 0.0090
D19 0.001 0.023 0.0109 0.010 0.022 0.0127 0.001 0.024 0.0090 0.001 0.023 0.0113
D22 0.001 0.025 0.0121 0.010 0.023 0.0132 0.001 0.024 0.0101 0.001 0.024 0.0126
D25 0.001 0.024 0.0114 0.010 0.022 0.0127 0.001 0.025 0.0100 0.001 0.024 0.0143
D29 0.001 0.028 0.0133 0.006 0.023 0.0169 0.001 0.025 0.0104 0.001 0.025 0.0135
D32 0.001 0.025 0.0137 0.004 0.023 0.0161 0.001 0.023 0.0112 0.001 0.025 0.0147
D35 0.002 0.034 0.0149 0.004 0.022 0.0177 0.001 0.025 0.0109 0.001 0.025 0.0134
D38 0.002 0.025 0.0153 0.005 0.026 0.0177 0.001 0.026 0.0123 0.001 0.027 0.0155
D41 0.002 0.029 0.0138 0.013 0.025 0.0180 0.001 0.025 0.0111 0.001 0.027 0.0158
D51 0.011 0.038 0.0190 0.014 0.039 0.0264 0.001 0.032 0.0110 0.001 0.039 0.0209

Ceq D10 - - - - - - 0.41 0.52 0.439 - - - 0.60以下
(%) D13 - - - - - - 0.35 0.52 0.424 0.40 0.48 0.442

D16 - - - - - - 0.37 0.50 0.427 0.41 0.47 0.445
D19 - - - - - - 0.38 0.51 0.436 0.41 0.51 0.448
D22 - - - - - - 0.38 0.53 0.439 0.41 0.49 0.442
D25 - - - - - - 0.38 0.53 0.441 0.41 0.50 0.455
D29 - - - - - - 0.39 0.51 0.442 0.41 0.48 0.448
D32 - - - - - - 0.39 0.50 0.441 0.42 0.49 0.452
D35 - - - - - - 0.40 0.50 0.444 0.42 0.50 0.450
D38 - - - - - - 0.40 0.51 0.444 0.42 0.49 0.453
D41 - - - - - - 0.40 0.48 0.440 0.43 0.50 0.460
D51 - - - - - - 0.40 0.51 0.446 0.42 0.49 0.448

C+Mn/6 D10 0.31 0.41 0.358 - - - - - 0.372 - - - 0.50以下
(%) D13 0.29 0.44 0.369 0.35 0.39 0.369 - - 0.365 - - 0.394

D16 0.28 0.43 0.347 0.34 0.39 0.373 - - 0.368 - - 0.398
D19 0.32 0.45 0.383 0.36 0.41 0.387 - - 0.377 - - 0.391
D22 0.31 0.46 0.387 0.34 0.41 0.386 - - 0.378 - - 0.379
D25 0.31 0.46 0.389 0.34 0.42 0.387 - - 0.381 - - 0.382
D29 0.32 0.46 0.387 0.36 0.42 0.388 - - 0.386 - - 0.383
D32 0.32 0.45 0.388 0.36 0.43 0.391 - - 0.387 - - 0.392
D35 0.33 0.45 0.387 0.36 0.44 0.392 - - 0.387 - - 0.390
D38 0.34 0.48 0.386 0.34 0.43 0.390 - - 0.385 - - 0.396
D41 0.35 0.47 0.393 0.36 0.43 0.395 - - 0.388 - - 0.394
D51 0.35 0.44 0.394 0.36 0.43 0.392 - - 0.393 - - 0.390

前回（2017年） 今回（2022年）
JIS

規格値
ねじ節鉄筋一般鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

表2.2-2  化学成分の調査結果 ： SD345
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値
C D10 0.24 0.26 0.253 - - - 0.17 0.29 0.235 - - - 0.29以下

(%) D13 0.23 0.29 0.262 - - - 0.17 0.29 0.243 0.27 0.27 0.270
D16 0.23 0.29 0.253 0.25 0.26 0.255 0.21 0.29 0.254 0.24 0.27 0.263
D19 0.22 0.28 0.253 0.26 0.28 0.269 0.19 0.28 0.247 0.24 0.27 0.252
D22 0.22 0.28 0.260 - - - 0.20 0.29 0.248 0.23 0.25 0.239
D25 0.22 0.28 0.259 0.25 0.28 0.267 0.20 0.29 0.243 0.23 0.27 0.250
D29 0.21 0.29 0.258 0.22 0.29 0.244 0.19 0.29 0.251 0.22 0.29 0.246
D32 0.22 0.29 0.258 0.22 0.29 0.244 0.20 0.29 0.253 0.22 0.29 0.245
D35 0.22 0.29 0.259 0.22 0.29 0.245 0.19 0.29 0.252 0.22 0.29 0.249
D38 0.22 0.29 0.257 0.22 0.29 0.245 0.16 0.29 0.254 0.22 0.29 0.248
D41 0.23 0.29 0.254 0.23 0.29 0.248 0.22 0.29 0.260 0.22 0.29 0.258
D51 0.24 0.29 0.251 0.22 0.28 0.258 0.24 0.28 0.260 0.22 0.29 0.255

Si D10 0.14 0.21 0.170 - - - 0.16 0.43 0.285 - - - 0.55以下
(%) D13 0.14 0.26 0.219 - - - 0.12 0.43 0.234 0.16 0.16 0.160

D16 0.13 0.39 0.202 0.22 0.23 0.222 0.11 0.42 0.248 0.14 0.25 0.186
D19 0.13 0.26 0.189 0.20 0.25 0.231 0.14 0.45 0.286 0.18 0.32 0.237
D22 0.12 0.38 0.199 - - - 0.12 0.45 0.288 0.17 0.31 0.227
D25 0.13 0.38 0.204 0.20 0.25 0.228 0.10 0.45 0.211 0.20 0.30 0.229
D29 0.12 0.38 0.216 0.12 0.28 0.192 0.10 0.42 0.222 0.13 0.35 0.218
D32 0.12 0.45 0.216 0.10 0.35 0.192 0.10 0.47 0.220 0.13 0.33 0.218
D35 0.12 0.45 0.219 0.15 0.30 0.212 0.09 0.49 0.218 0.16 0.34 0.237
D38 0.12 0.55 0.217 0.12 0.29 0.210 0.10 0.47 0.217 0.18 0.32 0.238
D41 0.16 0.45 0.208 0.16 0.34 0.216 0.17 0.42 0.251 0.15 0.31 0.234
D51 0.17 0.25 0.211 0.18 0.28 0.231 0.17 0.32 0.235 0.15 0.37 0.254

Mn D10 1.05 1.08 1.063 - - - 0.78 1.20 1.022 - - - 1.80以下
(%) D13 0.76 1.22 1.017 - - - 0.81 1.20 1.006 1.01 1.01 1.010

D16 0.82 1.24 1.012 0.84 0.88 0.858 0.80 1.31 1.057 1.01 1.10 1.031
D19 0.82 1.24 1.003 1.00 1.05 1.028 0.81 1.28 1.063 0.98 1.16 1.066
D22 0.82 1.24 1.021 - - - 0.80 1.33 1.063 0.94 1.09 1.000
D25 0.85 1.24 1.056 1.02 1.14 1.064 0.82 1.33 1.141 0.96 1.15 1.034
D29 0.78 1.35 1.062 0.98 1.25 1.119 0.80 1.40 1.083 0.96 1.27 1.119
D32 0.79 1.38 1.060 0.81 1.26 1.112 0.80 1.38 1.077 1.00 1.29 1.122
D35 0.79 1.38 1.077 0.99 1.34 1.148 0.74 1.41 1.087 0.95 1.32 1.161
D38 0.79 1.36 1.088 0.81 1.29 1.136 0.80 1.41 1.089 0.80 1.31 1.162
D41 0.93 1.26 1.140 1.01 1.31 1.169 0.94 1.33 1.110 0.94 1.31 1.110
D51 1.01 1.27 1.140 1.01 1.27 1.112 0.97 1.22 1.106 0.90 1.35 1.133

P D10 0.026 0.030 0.0280 - - - 0.015 0.040 0.0278 - - - 0.040以下
(%) D13 0.017 0.032 0.0265 - - - 0.016 0.035 0.0275 0.030 0.030 0.0300

D16 0.017 0.035 0.0266 0.029 0.030 0.0293 0.016 0.037 0.0280 0.022 0.028 0.0249
D19 0.018 0.035 0.0264 0.026 0.032 0.0294 0.016 0.039 0.0275 0.021 0.037 0.0277
D22 0.015 0.036 0.0262 - - - 0.016 0.037 0.0275 0.023 0.028 0.0257
D25 0.015 0.036 0.0272 0.020 0.032 0.0265 0.017 0.037 0.0275 0.022 0.033 0.0259
D29 0.013 0.035 0.0279 0.017 0.037 0.0271 0.014 0.037 0.0281 0.011 0.040 0.0269
D32 0.014 0.040 0.0275 0.018 0.038 0.0278 0.014 0.040 0.0280 0.013 0.040 0.0269
D35 0.015 0.040 0.0274 0.018 0.037 0.0273 0.014 0.039 0.0279 0.012 0.039 0.0268
D38 0.016 0.039 0.0275 0.014 0.036 0.0279 0.014 0.040 0.0282 0.012 0.037 0.0259
D41 0.012 0.036 0.0262 0.021 0.035 0.0285 0.019 0.038 0.0277 0.015 0.037 0.0271
D51 0.026 0.038 0.0297 0.021 0.035 0.0298 0.022 0.035 0.0301 0.016 0.040 0.0261

S D10 0.011 0.039 0.0266 - - - 0.015 0.040 0.0305 - - - 0.040以下
(%) D13 0.017 0.037 0.0289 - - - 0.013 0.040 0.0263 0.031 0.031 0.0310

D16 0.011 0.040 0.0277 0.025 0.033 0.0286 0.012 0.040 0.0275 0.031 0.032 0.0313
D19 0.012 0.039 0.0268 0.032 0.038 0.0348 0.004 0.040 0.0296 0.025 0.033 0.0296
D22 0.015 0.039 0.0283 - - - 0.014 0.040 0.0302 0.024 0.027 0.0253
D25 0.012 0.040 0.0280 0.016 0.038 0.0298 0.006 0.038 0.0225 0.022 0.030 0.0263
D29 0.005 0.040 0.0288 0.011 0.040 0.0302 0.006 0.040 0.0268 0.018 0.037 0.0275
D32 0.005 0.040 0.0285 0.015 0.040 0.0305 0.006 0.040 0.0267 0.016 0.037 0.0271
D35 0.007 0.040 0.0286 0.015 0.040 0.0298 0.006 0.040 0.0264 0.018 0.037 0.0277
D38 0.005 0.040 0.0290 0.015 0.040 0.0300 0.006 0.040 0.0263 0.016 0.036 0.0269
D41 0.012 0.040 0.0297 0.016 0.037 0.0284 0.014 0.039 0.0278 0.021 0.036 0.0274
D51 0.020 0.038 0.0279 0.017 0.039 0.0311 0.015 0.039 0.0282 0.017 0.036 0.0271

表2.3-1  化学成分の調査結果 ： SD390

一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋
前回（2017年） 今回（2022年）

JIS
規格値
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値
Cu D10 0.18 0.26 0.210 - - - 0.12 0.52 0.323 - - - -
(%) D13 0.13 0.34 0.252 - - - 0.14 0.51 0.300 0.26 0.26 0.260

D16 0.16 0.38 0.275 0.27 0.27 0.271 0.15 0.50 0.296 0.21 0.30 0.255
D19 0.15 0.42 0.282 0.27 0.34 0.301 0.15 0.81 0.334 0.19 0.38 0.290
D22 0.14 0.45 0.294 - - - 0.12 0.52 0.309 0.19 0.23 0.213
D25 0.15 0.45 0.292 0.25 0.36 0.300 0.13 0.52 0.322 0.15 0.36 0.228
D29 0.15 0.45 0.280 0.13 0.45 0.216 0.12 0.77 0.313 0.14 0.43 0.249
D32 0.15 0.57 0.280 0.14 0.45 0.220 0.12 0.73 0.329 0.16 0.41 0.248
D35 0.13 0.49 0.278 0.13 0.41 0.208 0.12 0.68 0.314 0.13 0.47 0.255
D38 0.14 0.47 0.276 0.13 0.38 0.209 0.14 0.57 0.310 0.14 0.39 0.247
D41 0.06 0.38 0.224 0.14 0.32 0.214 0.10 0.49 0.326 0.16 0.39 0.277
D51 0.21 0.44 0.274 0.15 0.35 0.244 0.21 0.39 0.302 0.16 0.37 0.250

Cr D10 0.14 0.28 0.200 - - - 0.05 0.39 0.187 - - - -
(%) D13 0.09 0.29 0.193 - - - 0.06 0.41 0.228 0.21 0.21 0.210

D16 0.07 0.46 0.223 0.07 0.08 0.075 0.06 0.34 0.194 0.10 0.24 0.179
D19 0.07 0.40 0.243 0.11 0.21 0.139 0.06 0.36 0.168 0.08 0.41 0.227
D22 0.07 0.41 0.214 - - - 0.06 0.40 0.191 0.26 0.37 0.309
D25 0.06 0.41 0.200 0.09 0.22 0.142 0.05 0.40 0.146 0.15 0.44 0.276
D29 0.06 0.41 0.208 0.05 0.46 0.250 0.05 0.33 0.214 0.06 0.47 0.269
D32 0.05 0.57 0.210 0.06 0.41 0.250 0.05 0.50 0.213 0.06 0.48 0.278
D35 0.06 0.41 0.205 0.06 0.47 0.261 0.05 0.48 0.209 0.06 0.44 0.251
D38 0.05 0.43 0.204 0.06 0.53 0.256 0.05 0.45 0.200 0.06 0.50 0.263
D41 0.06 0.41 0.204 0.08 0.41 0.239 0.06 0.39 0.151 0.07 0.75 0.233
D51 0.08 0.39 0.203 0.05 0.28 0.170 0.07 0.28 0.124 0.06 0.34 0.193

Sn D10 0.011 0.014 0.0127 - - - 0.007 0.046 0.0174 - - - -
(%) D13 0.010 0.033 0.0168 - - - 0.009 0.067 0.0155 0.010 0.010 0.0100

D16 0.008 0.023 0.0149 0.016 0.018 0.0169 0.008 0.050 0.0165 0.010 0.029 0.0150
D19 0.009 0.050 0.0155 0.018 0.023 0.0197 0.008 0.035 0.0160 0.010 0.027 0.0177
D22 0.007 0.030 0.0165 - - - 0.008 0.046 0.0163 0.009 0.014 0.0106
D25 0.006 0.030 0.0160 0.010 0.020 0.0176 0.010 0.046 0.0178 0.010 0.020 0.0128
D29 0.005 0.040 0.0170 0.006 0.037 0.0159 0.007 0.034 0.0158 0.006 0.078 0.0167
D32 0.005 0.080 0.0168 0.005 0.040 0.0151 0.007 0.100 0.0150 0.006 0.040 0.0172
D35 0.007 0.140 0.0169 0.005 0.032 0.0153 0.007 0.060 0.0165 0.006 0.046 0.0165
D38 0.008 0.050 0.0174 0.005 0.035 0.0154 0.007 0.050 0.0174 0.007 0.040 0.0163
D41 0.009 0.040 0.0167 0.009 0.024 0.0135 0.007 0.033 0.0170 0.007 0.030 0.0152
D51 0.008 0.049 0.0142 0.005 0.025 0.0138 0.010 0.042 0.0213 0.008 0.027 0.0151

Mo D10 - - - - - - 0.009 0.040 0.0203 - - - -
(%) D13 - - - - - - 0.009 0.100 0.0219 0.014 0.014 0.0140

D16 - - - - - - 0.008 0.059 0.0239 0.015 0.031 0.0209
D19 - - - - - - 0.013 0.054 0.0256 0.013 0.034 0.0242
D22 - - - - - - 0.012 0.048 0.0247 0.013 0.019 0.0157
D25 - - - - - - 0.010 0.048 0.0263 0.010 0.030 0.0189
D29 - - - - - - 0.009 0.040 0.0240 0.012 0.050 0.0190
D32 - - - - - - 0.009 0.070 0.0242 0.011 0.050 0.0190
D35 - - - - - - 0.009 0.080 0.0259 0.010 0.050 0.0196
D38 - - - - - - 0.010 0.060 0.0247 0.011 0.047 0.0189
D41 - - - - - - 0.010 0.050 0.0239 0.011 0.058 0.0226
D51 - - - - - - 0.014 0.070 0.0250 0.008 0.070 0.0204

V D10 0.022 0.026 0.0243 - - - 0.006 0.040 0.0239 - - - -
(%) D13 0.006 0.031 0.0207 - - - 0.002 0.036 0.0225 0.026 0.026 0.0260

D16 0.013 0.034 0.0213 0.022 0.024 0.0230 0.002 0.036 0.0204 0.002 0.027 0.0215
D19 0.015 0.034 0.0221 0.016 0.032 0.0272 0.002 0.033 0.0224 0.002 0.032 0.0168
D22 0.013 0.034 0.0207 - - - 0.002 0.033 0.0235 0.022 0.030 0.0249
D25 0.013 0.034 0.0212 0.016 0.032 0.0231 0.002 0.033 0.0224 0.002 0.030 0.0211
D29 0.010 0.034 0.0227 0.016 0.036 0.0269 0.002 0.035 0.0196 0.002 0.037 0.0243
D32 0.012 0.036 0.0230 0.015 0.035 0.0267 0.002 0.041 0.0198 0.002 0.037 0.0240
D35 0.012 0.036 0.0235 0.016 0.036 0.0276 0.002 0.037 0.0202 0.002 0.040 0.0234
D38 0.013 0.047 0.0239 0.015 0.036 0.0280 0.002 0.047 0.0218 0.002 0.041 0.0230
D41 0.013 0.039 0.0253 0.016 0.033 0.0268 0.002 0.039 0.0177 0.002 0.047 0.0178
D51 0.017 0.031 0.0248 0.017 0.047 0.0306 0.002 0.036 0.0208 0.002 0.062 0.0275

Ceq D10 - - - - - - 0.40 0.53 0.466 - - - 0.65以下
(%) D13 - - - - - - 0.41 0.53 0.465 0.49 0.49 0.490

D16 - - - - - - 0.44 0.55 0.489 0.47 0.50 0.485
D19 - - - - - - 0.43 0.53 0.481 0.46 0.51 0.490
D22 - - - - - - 0.44 0.54 0.487 0.48 0.50 0.484
D25 - - - - - - 0.44 0.54 0.480 0.48 0.52 0.493
D29 - - - - - - 0.41 0.53 0.494 0.46 0.54 0.503
D32 - - - - - - 0.43 0.57 0.494 0.46 0.55 0.503
D35 - - - - - - 0.44 0.56 0.494 0.46 0.57 0.511
D38 - - - - - - 0.44 0.57 0.495 0.46 0.56 0.512
D41 - - - - - - 0.44 0.57 0.494 0.47 0.57 0.504
D51 - - - - - - 0.47 0.51 0.488 0.43 0.56 0.500

C+Mn/6 D10 0.42 0.44 0.432 - - - - - 0.405 - - - 0.55以下
(%) D13 0.38 0.47 0.432 - - - - - 0.411 - - 0.438

D16 0.38 0.48 0.422 0.39 0.40 0.398 - - 0.430 - - 0.435
D19 0.38 0.47 0.421 0.43 0.45 0.440 - - 0.424 - - 0.429
D22 0.36 0.47 0.430 - - - - - 0.425 - - 0.406
D25 0.38 0.47 0.435 0.43 0.45 0.444 - - 0.433 - - 0.422
D29 0.37 0.48 0.435 0.40 0.47 0.430 - - 0.432 - - 0.432
D32 0.38 0.50 0.435 0.39 0.47 0.430 - - 0.433 - - 0.432
D35 0.38 0.50 0.438 0.40 0.50 0.436 - - 0.433 - - 0.443
D38 0.38 0.50 0.439 0.40 0.48 0.434 - - 0.435 - - 0.442
D41 0.41 0.48 0.444 0.42 0.48 0.443 - - 0.445 - - 0.443
D51 0.41 0.46 0.442 0.40 0.48 0.443 - - 0.444 - - 0.444

前回（2017年） 今回（2022年）
JIS

規格値
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

表2.3-2  化学成分の調査結果 ： SD390
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値
C D25 0.20 0.30 0.267 0.24 0.26 0.246 0.20 0.31 0.259 0.22 0.27 0.247 0.32以下

(%) D29 0.22 0.30 0.263 0.20 0.28 0.236 0.21 0.30 0.264 0.22 0.29 0.253
D32 0.22 0.32 0.259 0.21 0.29 0.243 0.21 0.31 0.267 0.20 0.28 0.245
D35 0.21 0.31 0.266 0.21 0.31 0.245 0.19 0.31 0.255 0.19 0.31 0.241
D38 0.22 0.31 0.268 0.21 0.31 0.242 0.21 0.32 0.262 0.20 0.30 0.247
D41 0.22 0.32 0.272 0.22 0.30 0.255 0.21 0.32 0.267 0.21 0.31 0.250
D51 0.22 0.30 0.267 0.21 0.31 0.270 0.21 0.30 0.261 0.21 0.31 0.253

Si D25 0.17 0.44 0.263 0.35 0.39 0.367 0.23 0.35 0.265 0.25 0.40 0.314 0.55以下
(%) D29 0.23 0.38 0.276 0.24 0.36 0.318 0.21 0.33 0.260 0.27 0.35 0.306

D32 0.18 0.47 0.267 0.20 0.40 0.274 0.20 0.53 0.265 0.22 0.40 0.299
D35 0.18 0.50 0.281 0.20 0.42 0.293 0.21 0.53 0.289 0.21 0.41 0.299
D38 0.16 0.51 0.279 0.20 0.42 0.288 0.19 0.47 0.274 0.20 0.42 0.302
D41 0.18 0.48 0.265 0.20 0.43 0.267 0.18 0.47 0.280 0.19 0.48 0.304
D51 0.21 0.50 0.325 0.21 0.41 0.301 0.20 0.33 0.259 0.17 0.44 0.307

Mn D25 1.13 1.38 1.244 1.37 1.49 1.426 1.06 1.61 1.329 1.20 1.44 1.310 1.80以下
(%) D29 1.20 1.50 1.326 1.31 1.37 1.349 1.26 1.49 1.391 1.16 1.45 1.280

D32 1.20 1.54 1.310 1.27 1.50 1.368 1.07 1.52 1.385 1.19 1.46 1.337
D35 1.13 1.61 1.341 1.26 1.52 1.376 1.13 1.55 1.346 1.11 1.46 1.341
D38 1.13 1.59 1.348 1.23 1.50 1.374 1.23 1.61 1.387 1.15 1.52 1.360
D41 1.24 1.66 1.364 1.26 1.59 1.379 1.25 1.61 1.400 1.08 1.48 1.369
D51 1.30 1.49 1.363 1.21 1.49 1.392 1.12 1.49 1.309 0.98 1.53 1.366

P D25 0.013 0.040 0.0236 0.030 0.034 0.0319 0.018 0.038 0.0256 0.021 0.031 0.0263 0.040以下
(%) D29 0.019 0.031 0.0242 0.014 0.034 0.0238 0.013 0.032 0.0245 0.014 0.036 0.0225

D32 0.016 0.036 0.0220 0.014 0.040 0.0265 0.014 0.034 0.0244 0.011 0.035 0.0200
D35 0.016 0.037 0.0256 0.015 0.038 0.0267 0.015 0.038 0.0256 0.009 0.038 0.0222
D38 0.016 0.037 0.0257 0.014 0.037 0.0262 0.016 0.038 0.0249 0.007 0.039 0.0217
D41 0.018 0.038 0.0262 0.017 0.038 0.0271 0.017 0.038 0.0245 0.010 0.038 0.0208
D51 0.019 0.035 0.0265 0.018 0.037 0.0283 0.017 0.034 0.0253 0.008 0.039 0.0196

S D25 0.009 0.032 0.0216 0.024 0.030 0.0267 0.011 0.029 0.0214 0.016 0.034 0.0292 0.040以下
(%) D29 0.011 0.036 0.0211 0.014 0.034 0.0238 0.014 0.039 0.0225 0.013 0.034 0.0238

D32 0.013 0.040 0.0240 0.008 0.038 0.0211 0.011 0.036 0.0235 0.017 0.038 0.0263
D35 0.004 0.036 0.0237 0.008 0.038 0.0237 0.008 0.037 0.0228 0.015 0.038 0.0264
D38 0.004 0.037 0.0234 0.007 0.037 0.0225 0.005 0.038 0.0213 0.015 0.038 0.0261
D41 0.011 0.036 0.0248 0.007 0.038 0.0215 0.007 0.038 0.0219 0.018 0.038 0.0266
D51 0.014 0.035 0.0269 0.007 0.038 0.0252 0.007 0.035 0.0226 0.018 0.036 0.0261

表2.4-1  化学成分の調査結果 ： SD490

一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋
前回（2017年） 今回（2022年）

JIS
規格値
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値
Cu D25 0.14 0.36 0.202 0.23 0.27 0.246 0.21 0.40 0.294 0.19 0.33 0.259 -

(%) D29 0.08 0.33 0.207 0.17 0.27 0.204 0.17 0.40 0.266 0.17 0.27 0.205
D32 0.09 0.37 0.216 0.11 0.34 0.188 0.09 0.40 0.241 0.11 0.38 0.215
D35 0.07 0.39 0.238 0.11 0.38 0.208 0.09 0.43 0.274 0.13 0.41 0.242
D38 0.07 0.42 0.240 0.13 0.35 0.203 0.08 0.43 0.252 0.13 0.42 0.230
D41 0.11 0.39 0.241 0.12 0.36 0.186 0.07 0.42 0.236 0.13 0.41 0.220
D51 0.16 0.41 0.258 0.13 0.38 0.230 0.08 0.43 0.284 0.11 0.41 0.232

Cr D25 0.06 0.27 0.137 0.15 0.21 0.179 0.09 0.35 0.200 0.06 0.29 0.163 -
(%) D29 0.06 0.30 0.146 0.07 0.23 0.149 0.10 0.23 0.170 0.08 0.30 0.188

D32 0.05 0.33 0.150 0.08 0.37 0.213 0.06 0.43 0.169 0.07 0.36 0.237
D35 0.06 0.30 0.175 0.07 0.37 0.192 0.07 0.43 0.191 0.06 0.36 0.199
D38 0.06 0.37 0.170 0.07 0.36 0.201 0.06 0.42 0.183 0.06 0.52 0.217
D41 0.07 0.42 0.178 0.07 0.42 0.234 0.07 0.36 0.172 0.06 0.38 0.233
D51 0.09 0.24 0.156 0.08 0.33 0.195 0.07 0.35 0.175 0.05 0.33 0.219

Sn D25 0.009 0.037 0.0172 0.014 0.014 0.0140 0.010 0.020 0.0134 0.010 0.026 0.0148 -
(%) D29 0.009 0.030 0.0144 0.010 0.020 0.0136 0.010 0.021 0.0148 0.008 0.016 0.0108

D32 0.009 0.040 0.0130 0.009 0.028 0.0149 0.000 0.030 0.0131 0.006 0.027 0.0143
D35 0.008 0.037 0.0148 0.005 0.025 0.0131 0.009 0.030 0.0131 0.006 0.043 0.0219
D38 0.007 0.040 0.0144 0.003 0.034 0.0143 0.004 0.030 0.0127 0.006 0.037 0.0147
D41 0.009 0.040 0.0142 0.008 0.042 0.0146 0.007 0.040 0.0143 0.006 0.057 0.0120
D51 0.009 0.040 0.0152 0.006 0.040 0.0139 0.000 0.040 0.0148 0.005 0.048 0.0117

Mo D25 - - - - - - 0.015 0.038 0.0232 0.010 0.034 0.0228 -
(%) D29 - - - - - - 0.010 0.030 0.0192 0.011 0.030 0.0184

D32 - - - - - - 0.010 0.047 0.0212 0.008 0.039 0.0145
D35 - - - - - - 0.010 0.050 0.0233 0.008 0.040 0.0190
D38 - - - - - - 0.000 0.050 0.0225 0.009 0.050 0.0178
D41 - - - - - - 0.010 0.070 0.0255 0.008 0.060 0.0158
D51 - - - - - - 0.010 0.040 0.0206 0.008 0.063 0.0201

V D25 0.036 0.140 0.1078 0.055 0.056 0.0554 0.008 0.060 0.0347 0.008 0.061 0.0517 -
(%) D29 0.036 0.131 0.0682 0.063 0.104 0.0766 0.008 0.107 0.0400 0.008 0.124 0.0589

D32 0.036 0.106 0.0644 0.041 0.103 0.0681 0.008 0.125 0.0465 0.008 0.126 0.0654
D35 0.033 0.116 0.0652 0.037 0.107 0.0717 0.008 0.112 0.0412 0.008 0.600 0.0557
D38 0.035 0.107 0.0645 0.036 0.108 0.0721 0.008 0.104 0.0437 0.008 0.131 0.0604
D41 0.034 0.089 0.0607 0.035 0.107 0.0712 0.008 0.082 0.0408 0.008 0.140 0.0667
D51 0.053 0.106 0.0791 0.063 0.107 0.0850 0.008 0.124 0.0748 0.008 0.186 0.0735

Ceq D25 - - - - - - 0.45 0.63 0.540 0.47 0.55 0.522 0.70以下
(%) D29 - - - - - - 0.46 0.60 0.547 0.46 0.56 0.525

D32 - - - - - - 0.47 0.63 0.564 0.47 0.59 0.537
D35 - - - - - - 0.46 0.63 0.539 0.47 0.59 0.522
D38 - - - - - - 0.47 0.63 0.554 0.46 0.63 0.538
D41 - - - - - - 0.47 0.63 0.556 0.46 0.60 0.546
D51 - - - - - - 0.48 0.58 0.537 0.47 0.61 0.547

C+Mn/6 D25 0.42 0.52 0.474 0.48 0.48 0.484 - - 0.481 - - 0.465 0.60以下
(%) D29 0.44 0.53 0.483 0.42 0.50 0.459 - - 0.496 - - 0.466

D32 0.44 0.56 0.478 0.44 0.52 0.471 - - 0.498 - - 0.468
D35 0.44 0.55 0.489 0.44 0.53 0.474 - - 0.480 - - 0.464
D38 0.44 0.56 0.493 0.44 0.53 0.472 - - 0.493 - - 0.474
D41 0.44 0.59 0.499 0.44 0.54 0.484 - - 0.501 - - 0.478
D51 0.44 0.53 0.493 0.44 0.53 0.502 - - 0.479 - - 0.481

前回（2017年） 今回（2022年）
JIS

規格値
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

表2.4-2  化学成分の調査結果 ： SD490
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図2.1-1 化学成分：SD295 D10
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図2.1-2 化学成分：SD295 D13
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図2.1-3 化学成分：SD295 D16
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図2.2-1 化学成分：SD345 D10
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図2.2-2 化学成分：SD345 D13
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図2.2-3 化学成分：SD345 D16
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図2.2-4 化学成分：SD345 D19
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図2.2-5 化学成分：SD345 D22
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図2.2-6 化学成分：SD345 D25
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図2.2-7 化学成分：SD345 D29
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図2.2-8 化学成分：SD345 D32
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図2.2-9 化学成分：SD345 D35
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図2.2-10 化学成分：SD345 D38
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図2.2-11 化学成分：SD345 D41

0.10

0.15

0.20

0.25

0.30

0.35

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
(%

)
SD345 D41

最大値

平均値

最小値

JIS規格

≦0.27%

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
i(
%
)

SD345 D41

JIS規格

≦0.55%

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

M
n
(%

)

SD345 D41

JIS規格

≦1.60%

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

P
(%

)

SD345 D41

JIS規格

≦0.040%

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
(%

)

SD345 D41

JIS規格

≦0.040%

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
u
(%

)
SD345 D41

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
r(

%
)

SD345 D41

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

0.08

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
n
(%

)

SD345 D41

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

0.070

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

M
o
(%

)

SD345 D41

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

V
(%

)

SD345 D41

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

0.55

0.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
e
q
(%

)

SD345 D41

0.30

0.35

0.40

0.45

0.50

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
+
M

n
/
6
(%

)

SD345 D41

JIS規格

≦0.60%
JIS規格

≦0.50%

ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし

ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし

25



図2.2-12 化学成分：SD345 D51
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図2.3-1 化学成分：SD390 D10
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図2.3-2 化学成分：SD390 D13
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図2.3-3 化学成分：SD390 D16
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図2.3-4 化学成分：SD390 D19
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図2.3-5 化学成分：SD390 D22
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図2.3-6 化学成分：SD390 D25
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図2.3-7 化学成分：SD390 D29
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図2.3-8 化学成分：SD390 D32
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図2.3-9 化学成分：SD390 D35
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図2.3-10 化学成分：SD390 D38
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図2.3-11 化学成分：SD390 D41
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図2.3-12 化学成分：SD390 D51

0.20

0.22

0.24

0.26

0.28

0.30

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
(%

)
SD390 D51

最大値

平均値

最小値

JIS規格

≦0.29%

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
i(
%
)

SD390 D51

JIS規格

≦0.55%

0.80

0.90

1.00

1.10

1.20

1.30

1.40

1.50

1.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

M
n
(%

)

SD390 D51

JIS規格

≦1.80%

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

P
(%

)

SD390 D51

JIS規格

≦0.040%

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
(%

)

SD390 D51

JIS規格

≦0.040%

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
u
(%

)
SD390 D51

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
r(

%
)

SD390 D51

0.00

0.01

0.02

0.03

0.04

0.05

0.06

0.07

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
n
(%

)

SD390 D51

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

0.070

0.080

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

M
o
(%

)

SD390 D51

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

V
(%

)

SD390 D51

0.35

0.40

0.45

0.50

0.55

0.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
e
q
(%

)

SD390 D51

0.35

0.40

0.45

0.50

0.55

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
+
M

n
/
6
(%

)

SD390 D51

JIS規格

≦0.55%
JIS規格

≦0.65%

ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし

ﾃﾞｰﾀなし ﾃﾞｰﾀなし

38



図2.4-1 化学成分：SD490 D25
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図2.4-2 化学成分：SD490 D29
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図2.4-3 化学成分：SD490 D32
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図2.4-4 化学成分：SD490 D35
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図2.4-5 化学成分：SD490 D38

0.15

0.19

0.23

0.27

0.31

0.35

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
(%

)
SD490 D38

最大値

平均値

最小値

JIS規格

≦0.32%

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
i(
%
)

SD490 D38

JIS規格

≦0.55%

1.00

1.20

1.40

1.60

1.80

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

M
n
(%

)

SD490 D38

JIS規格

≦1.80%

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

P
(%

)

SD490 D38

JIS規格

≦0.040%

0.000

0.010

0.020

0.030

0.040

0.050

0.060

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
(%

)

SD490 D38

JIS規格

≦0.040%

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
u
(%

)
SD490 D38

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
r(

%
)

SD490 D38

0.00

0.03

0.06

0.09

0.12

0.15

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

S
n
(%

)

SD490 D38

0.000

0.030

0.060

0.090

0.120

0.150

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

M
o
(%

)

SD490 D38

ﾃﾞｰﾀなし

0.000

0.040

0.080

0.120

0.160

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

V
(%

)

SD490 D38

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
e
q
(%

)

SD490 D38

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

C
+
M

n
/
6
(%

)

SD490 D38

ﾃﾞｰﾀなし

JIS規格

≦0.70%
JIS規格

≦0.60%

ﾃﾞｰﾀなし

ﾃﾞｰﾀなし

43



図2.4-6 化学成分：SD490 D41
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図2.4-7 化学成分：SD490 D51
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前回
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今回
(2022年)

前回
(2017年)

今回
(2022年)

前回
(2017年)

今回
(2022年)

前回
(2017年)

今回
(2022年)

北海道 0.286 0.297 0.286 0.290 0.278 0.284 - -

東北 0.235 0.364 0.235 0.316 0.231 0.291 - -

関東 0.272 0.287 0.287 0.286 0.272 0.283 0.191 0.264

上越 0.292 0.323 0.285 0.340 0.281 0.348 0.231 0.285

中部 0.297 0.348 0.286 0.366 0.279 0.361 0.150 0.226

関西、中国 0.255 0.245 0.267 0.172 0.264 0.173 0.273 0.166

九州、沖縄 0.315 0.284 0.299 0.282 0.297 0.278 0.199 0.278

全国 0.274 0.295 0.284 0.311 0.280 0.313 0.240 0.252
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(2017年)

今回
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(2017年)

今回
(2022年)
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(2017年)
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(2017年)

今回
(2022年)

北海道 0.238 0.210 0.239 0.203 0.234 0.208 - -

東北 0.186 0.109 0.190 0.216 0.191 0.222 - -

関東 0.217 0.230 0.200 0.191 0.215 0.188 0.148 0.182

上越 0.243 0.256 0.237 0.236 0.229 0.239 0.189 0.166

中部 0.177 0.213 0.125 0.220 0.146 0.224 0.070 0.160

関西、中国 0.157 0.255 0.185 0.116 0.186 0.126 0.183 0.199

九州、沖縄 0.225 0.208 0.219 0.247 0.216 0.236 0.164 0.220

全国 0.216 0.245 0.206 0.216 0.208 0.214 0.170 0.183
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北海道 0.016 0.018 0.017 0.017 0.017 0.016 - -

東北 0.016 0.017 0.017 0.017 0.018 0.017 - -

関東 0.018 0.017 0.022 0.015 0.021 0.016 0.014 0.015

上越 0.015 0.016 0.015 0.017 0.015 0.017 0.011 0.012

中部 0.016 0.016 0.016 0.023 0.016 0.023 0.010 0.017

関西、中国 0.013 0.020 0.014 0.021 0.013 0.021 0.014 0.014

九州、沖縄 0.017 0.014 0.015 0.014 0.015 0.014 0.011 0.011

全国 0.016 0.017 0.017 0.016 0.017 0.016 0.014 0.013

前回
(2017年)

今回
(2022年)

前回
(2017年)

今回
(2022年)

前回
(2017年)

今回
(2022年)

前回
(2017年)

今回
(2022年)

北海道 - 0.023 - 0.023 - 0.022 - -

東北 - 0.014 - 0.018 - 0.018 - -

関東 - 0.023 - 0.025 - 0.025 - 0.022

上越 - 0.024 - 0.022 - 0.022 - 0.029

中部 - 0.022 - 0.019 - 0.020 - 0.018

関西、中国 - 0.031 - 0.030 - 0.031 - 0.021

九州、沖縄 - 0.029 - 0.030 - 0.026 - 0.023

全国 - 0.024 - 0.024 - 0.024 - 0.022

SD295 D13 SD345 D25

表2.5  一般鉄筋のトランプエレメント（Cu、Cr、Sn、Mo）の地域比較

地域 SD295 D13 SD345 D25 SD390 D29

Cuの平均値(％)

SD390 D29

SD490 D38

SD490 D38地域

Crの平均値(％)

地域

Moの平均値(％)

SD295 D13 SD345 D25 SD390 D29 SD490 D38

SD490 D38地域 SD295 D13 SD345 D25 SD390 D29

Snの平均値(％)
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図2.5　一般鉄筋のトランプエレメントの地域比較
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機械的性質の調査結果

製品の機械的性質に関する今回の調査結果及び前回

の調査結果を表 ～表 に示す。また、「鉄筋コン

クリート用棒鋼 」が 年 月 日に改正

され、この調査の対象範囲での変更点は、以下の 点と

なっている。

降伏比

前回は参考データとして集計していたが、 ～

については 以下と規定されている。

種類の記号

「 」から「 」に変更された。ただし、

機械的性質の変更はない。

今回の調査結果概要は、以下の通りである。

から の全調査データにおいて、降伏点・

引張強さ・伸びは、 規格を満足している。（表

中の「－」は製造実績無しを表す）

呼び名毎の降伏点・引張強さ・伸びの平均値は

前回の調査と比べほぼ同じレベルで推移してい

る。

降伏点について呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、 が他の呼び名

と比べ若干高めであるが、その他の呼び名・節形

状では大きな差は見られない。

引張強さについて呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、ねじ節が若干高

めであるが、呼び名では大きな差は見られない。

伸びについて呼び名毎の平均値を見ると、 ～

％の範囲であって、呼び名・節形状では大きな

差は見られない。

降伏比（参考値）について呼び名毎の平均値を

見ると、 ～ の範囲であって、呼び名が太

くなるにつれて若干低くなる傾向が見られる。ま

た、ねじ節の方がやや低くなっている。

から の全調査データにおいて、降伏点・

引張強さ・伸び・降伏比は、 規格を満足して

いる。

呼び名毎の降伏点・引張強さ・伸び・降伏比の

平均値は前回の調査と比べほぼ同じレベルで推

移している。

降伏点について呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、呼び名・節形状で

は大きな差は見られない。

引張強さについて呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、呼び名・節形状

では大きな差は見られない。

伸びについて呼び名毎の平均値を見ると、 ～

％の範囲であって、呼び名が太くなるにつれて

若干低くなる傾向が見られるが、伸びの 規格

下限値は、呼び名により異なることから特に材質

的な違いがあるわけではない。また、節形状では

大きな差は見られない。

降伏比について呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、呼び名・節形状では

大きな差は見られない。

～ の全調査データにおいて、降伏点・引

張強さ・伸び・降伏比は、 規格を満足してい

る。

呼び名毎の降伏点・引張強さ・伸び・降伏比の

平均値は、前回の調査と比べほぼ同じレベルで推

移している。

降伏点について呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、呼び名・節形状で

は大きな差は見られない。

引張強さについて呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、呼び名・節形状

では大きな差は見られない。

伸びについて呼び名毎の平均値を見ると、 ～

％の範囲であって、呼び名が太くなるにつれて

若干低くなる傾向が見られるが、他の種類と同様

に伸びの 規格下限値は、呼び名により異なる

ことから特に材質的な違いがあるわけではない。

また、節形状では大きな差は見られない。

降伏比について呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、呼び名が太くなる

につれて若干低くなる傾向が見られるが、節形状

では大きな差は見られない。

～ の全調査データにおいて、降伏点・引

張強・伸び・降伏比は、 規格を満足している。

呼び名毎の降伏点・引張強さ・伸びの平均値は

前回の調査と比べほぼ同じレベルで推移してい

る。

降伏点について呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、ねじ節は若干低め

だが、呼び名では大きな差は見られない。

引張強さについて呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、ねじ節は若干低

めだが、呼び名では大きな差は見られない。

伸びについて呼び名毎の平均値を見ると、 ～

％の範囲であって、呼び名が太くなるにつれて
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若干低くなる傾向が見られるが、他の種類と同様

に伸びの 規格下限値は、呼び名により異なる

ことから特に材質的な違いがあるわけではない。

また、節形状では大きな差は見られない。

降伏比について呼び名毎の平均値を見ると、

～ の範囲であって、呼び名・節形状では

大きな差は見られない。

まとめ

今回調査対象にした全種類、全呼び名の製造実

績において、降伏点、引張強さ、伸び及び降伏比

は 規格を満足している事が確認された。

前回の調査結果との比較では、降伏点・引張強

さ・伸び共に平均値の変動は少なく、同じレベル

で推移している。

一般鉄筋とねじ節鉄筋との比較では、降伏点・

引張強さ・伸び・降伏比という基本的な材質にお

いて、大きな違いは見られない。

表 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ用棒鋼（機械的性質）

種類の

記号

降伏点 引張強さ 降伏比

（％）
呼び名

伸び

（％）

（注）

試験片

以上 ～ ―
≦ ≧ 号

≧ ≧ 号

～ 以上 以下
≦ ≧ 号

≧ ≧ 号

～ 以上 以下
≦ ≧ 号

≧ ≧ 号

～ 以上 以下
≦ ≧ 号

≧ ≧ 号

（注）異形棒鋼で、寸法が呼び名 を超えるものについては、呼び名 を増すごとに

上表の伸びの値からそれぞれ を減じる。ただし、減じる限度は とする。

備考 試験片はいずれも製品のままで、機械仕上を行ってはならないと規定されている。
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前回（2017年） 今回（2022年）
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値
－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

前回（2017年） 今回（2022年）
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値
－ － － － － －

－ － － － － －

－ － － － － －

17以上

－ － － － － －

降伏点

（N/mm ） ～440

引張強さ

（N/mm ）
490以上

伸び（％）

18以上

19以上

15以上

降伏比
以下

呼び名
規格値

表3.2　機械的性質調査結果：SD295

呼び名
規格値

降伏点

（N/mm ）
295以上

引張強さ

（N/mm ） ～600

伸び（％） 16以上

降伏比 －

表3.3　機械的性質調査結果：SD345

50



前回（2017年） 今回（2022年）
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値
－ － － － － －
－ － －

－ － －

－ － － － － －
－ － －

－ － －

－ － － － － －
－ － －

－ － －

15以上

－ － － － － －
－ － －

－ － －

降伏比
以下

引張強さ

（N/mm ）
560以上

伸び（％）

16以上

17以上

13以上

降伏点

（N/mm ） ～510

表3.4　機械的性質調査結果：SD390

呼び名
規格値
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前回（2017年） 今回（2022年）
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値最小値最大値平均値

11以上

－ － － － － －
－ － － － － －
－ － － － － －
－ － － － － －
－ － － － － －
－ － － － － －
－ － － － － －

降伏比
以下

表3.5　機械的性質調査結果：SD490

呼び名
規格値

降伏点

（N/mm ） ～625

引張強さ

（N/mm ）
620以上

伸び（％）

13以上

9以上
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図3.1-1　機械的性質：SD295　D10 図3.1-2　機械的性質：SD295　D13 図3.1-3　機械的性質：SD295　D16
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図3.1-3　機械的性質：SD295　D16
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図3.2-1　機械的性質：SD345　D10 図3.2-2　機械的性質：SD345　D13
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図3.2-3　機械的性質：SD345　D16 図3.2-4　機械的性質：SD345　D19
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図3.2-5　機械的性質：SD345　D22 図3.2-6　機械的性質：SD345　D25
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図3.2-8　機械的性質：SD345　D32図3.2-7　機械的性質：SD345　D29
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図3.2-9　機械的性質：SD345　D35 図3.2-10　機械的性質：SD345　D38

320

340

360

380

400

420

440

460

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

降
伏

点
（
N

/
m

m
2
）

JIS規格 345～440

480

500

520

540

560

580

600

620

640

660

680

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

引
張
強
さ
（
N

/
m

m
2
）

JIS規格≧490

14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

伸
び
（
％

）

JIS規格≧15

320

340

360

380

400

420

440

460

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

降
伏
点
（
N

/
m

m
2
）

JIS規格 345～440

480

500

520

540

560

580

600

620

640

660

680

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

引
張
強

さ
（
N

/
m

m
2
）

JIS規格≧490

14
16
18
20
22
24
26
28
30
32
34
36
38

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

伸
び
（
％
）

JIS規格≧17

0.50

0.55

0.60

0.65

0.70

0.75

0.80

0.85

0.90

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

降
伏
比

(％
）

JIS規格≦0.80

0.50

0.55

0.60

0.65

0.70

0.75

0.80

0.85

0.90

2017年

一般鉄筋

2022年

一般鉄筋

2017年

ねじ節鉄筋

2022年

ねじ節鉄筋

降
伏
比

(％
）

JIS規格≦0.80

59



図3.2-11　機械的性質：SD345　D41 図3.2-12　機械的性質：SD345　D51
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図3.3-1　機械的性質：SD390　D10 図3.3-2　機械的性質：SD390　D13 図3.3-3　機械的性質：SD390　D16
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図3.3-3　機械的性質：SD390　D16 図3.3-4　機械的性質：SD390　D19 図3.3-5　機械的性質：SD390　D22
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図3.3-5　機械的性質：SD390　D22 図3.3-6　機械的性質：SD390　D25 図3.3-7　機械的性質：SD390　D29
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図3.3-7　機械的性質：SD390　D29 図3.3-8　機械的性質：SD390　D32 図3.3-9　機械的性質：SD390　D35
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図3.3-9　機械的性質：SD390　D35 図3.3-10　機械的性質：SD390　D38 図3.3-11 機械的性質：SD390　D41
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図3.3-11 機械的性質：SD390　D41 図3.3-12　機械的性質：SD390　D51
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図3.4-1　機械的性質：SD490　D25 図3.4-2　機械的性質：SD490　D29 図3.4-3　機械的性質：SD490　D32
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図3.4-3　機械的性質：SD490　D32 図3.4-4　機械的性質：SD490　D35 図3.4-5　機械的性質：SD490　D38
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図3.4-5　機械的性質：SD490　D38 図3.4-6　機械的性質：SD490　D41 図3.4-7　機械的性質：SD490　D51
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図3.4-7　機械的性質：SD490　D51
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単位質量調査結果

収集したデータの単位質量調査結果比較を表

に、 年に調査した結果を含めて示した。

その結果概要は次の通りである。

一般鉄筋

・ ・ は平均値で前回と比較す

ると ・ は前回より ～

％重くなっているが、 について

は ～ ％軽くなっている。

（ ） ～ においては前回と比較すると平

均値でほぼ同様で ～ ％重くなって

いるが ・ のみ ％軽くなって

いる。

（ ） ～ は平均値で前回と比較すると

～ ％重くなっているが 、 ・

において平均値が軽くなった。

ねじ節鉄筋

（ ） の製造実績は前回同様無く、今回調

査では ・ が製造されている。

・ の平均値で比較すると、前回よ

り ～ ％重くなっている。また最大・

最少の幅が前回に比べ狭くなっている。

（ ） ～ は平均値で前回と比較すると前

回より ～ ％重くなっている。

・ は ％、 ・ は ％

重くなっている。今回調査では前回には

なかった ・ 、 が製造されて

いる。

（ ） ～ においても平均値で前回と比較

すると前回より ～ ％重くなって

いる。 ・ ～ は ～ ％軽く

なった。また、最大・最小値も前回と比

べると重くなった傾向にある。

一般鉄筋とねじ節鉄筋の比較

（ ） ・ ・ では、一般鉄筋、ねじ節

鉄筋共にマイナス側での管理がされて

いる傾向が見られるが、ねじ節鉄筋の方

が数値幅が小さい。

（ ） ～ でも、マイナス側で管理されて

いる傾向にあり一般鉄筋よりねじ節鉄

筋の方が重めに管理されている。

（ ） ～ でも、マイナス管理傾向は変

わらない。一般鉄筋よりもねじ節鉄筋の

方が重めに管理されている。

又、径が太くなるにつれマイナス幅が小

さくなっている。

まとめ

一般鉄筋、ねじ節鉄筋共に、各サイズと

も質量許容差のマイナス側で管理されて

いる傾向にあるが、全て 規格を満足

している。

ねじ節鉄筋は一般鉄筋と比較すると最大

値と最少値の幅が小さく、質量許容差の

マイナス側数値も小さい。前回調査同様、

ねじ節特有の管理がなされていると思わ

れる。
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表4.1　単位質量調査結果

単位質量調査結果（SD295） (単位：％）

最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

±6

±6

±5

単位質量調査結果（SD345） (単位：％）

最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

±6

±6

±5

±5

±5

±5

±4

±4

±4

±4

±4

±4

単位質量調査結果（SD390） (単位：％）

最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

±6

±6

±5

±5

±5

±5

±4

±4

±4

±4

±4

±4

単位質量調査結果（SD490） (単位：％）

最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

±5

±4

±4

±4

±4

±4

±4

呼び名

前回（2017年） 今回（2022年）

規格値
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

呼び名

前回（2017年） 今回（2022年）

規格値
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

呼び名

前回（2017年） 今回（2022年）

規格値
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

呼び名

前回（2017年） 今回（2022年）

規格値
一般鉄筋 ねじ節鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋
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図4.1-1　単位質量許容差：SD295（D10～D16）

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D10

データなし

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D13

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D16

最大値

最小値値

平均値

JIS規格±6% JIS規格±6%

JIS規格±5%

73



図4.2-1　単位質量許容差：SD345（D10～D32）
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図4.2-2　単位質量許容差：SD345（D35～D51）
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図4.3-1　単位質量許容差：SD390（D10～D32）

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D10

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D13

-7
-6
-5
-4
-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5
6
7

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D29

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D32

データなし

データなし

最大値

最小値
平均値

-7
-6
-5
-4
-3
-2
-1
0
1
2
3
4
5
6
7

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D16

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D19

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D25

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D22

JIS規格±6% JIS規格±6%

JIS規格±5% JIS規格±5%

JIS規格±5% JIS規格±5%

JIS規格±4% JIS規格±4%

データなし

76



図4.3-2　単位質量許容差：SD390（D35～D51）

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D35

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D38

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

2017年
一般鉄筋

2022年
一般鉄筋

2017年
ねじ節鉄筋

2022年
ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D51

-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0

年

一般鉄筋

年

一般鉄筋

年

ねじ節鉄筋

年

ねじ節鉄筋

単
位
質
量
許
容
差
（
％
）

D41

JIS規格±4% JIS規格±4%

JIS規格±4% JIS規格±4%

77



図4.4-1　単位質量許容差：SD490（D25～D51）
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節形状の調査結果

製品の節の高さの調査結果を表 に、節の平均間隔

の調査結果を表 に示す。調査結果の概要は、次のと

おりである。

節の高さ

一般鉄筋の ～ の節高さの平均値は、前

回調査と大きな差は認められない。

一般鉄筋の最小値は、各サイズとも前回調査と

ほぼ同様の実績であり、全て 規格を満足してい

る。

一般鉄筋の最大値は、サイズによって前回調査

から小さくなったサイズ・大きくなったサイズ両方

あるが、細かくデータを見ると製造メーカーによる

差異が大きいことが分かった。どちらにしろ全て規

格値内であり問題ない。

ねじ節鉄筋の平均値も、一般鉄筋同様前

回調査と大きな差は認められない。

また、全サイズとも一般鉄筋よりも大きな値とな

る傾向であることも前回同様の結果となった。

ねじ節鉄筋の最小値は、 のような例外はある

が、全体的に上昇しており、それにより最大値との

差（ばらつき）は小さくなった。

全て 規格は満足している。

節の平均間隔

一般鉄筋の節平均間隔は製造メーカー間の差が

大きく、集計上のばらつき（最大値と最小値の差）

は非常に大きい。

平均値に関しては ～ では前回と同レベル

であるが、 以上の太物になるにつれ前回よりも

広くなっている傾向があることが分かった。 で

は前回よりも ㎜広がっている。

今回の調査において、一般鉄筋の節平均間隔（

規格：公称直径の ％以下）の公称直径に対する比

率は、 の平均値が前回調査とほぼ変わらず公称

直径の ％、範囲は ％～ ％、 の平均値は

前回調査時公称直径の ％から公称直径の ％へ、

範囲は ％～ ％であった。

ねじ節鉄筋についてはその性格上、一般鉄筋との

比較で、ばらつき（最大値と最小値の差）は小さく。

製造メーカーによる差異も小さい。

平均値に関しても前回調査との差も小さく、各メ

ーカーで狭い範囲で管理されていることが分かる

結果となった。

ねじ節鉄筋についても一般鉄筋と同様に節平均

間隔（ 規格：公称直径の ％以下）の公称直径

に対する比率を求めると、 の平均値は前回調査

結果とほぼ変わらず公称直径の ％であって、範

囲も前回調査時とほぼ変わらず ％～ ％であっ

た。また に於いても前回調査時とほぼ変わらず

平均値は ％であって、範囲も前回調査時とほぼ

変わらず ％～ ％と狭い範囲で寸法管理が成さ

れている。

まとめ

今回の節形状調査結果は、節の高さ及び節の平均

間隔共に前回と同様に 規格を満足した結果で

あった。

特にねじ節鉄筋においては、一般鉄筋の節形状

に対してより高水準値で 規格を満足している

ことが再度確認され、数値自体も前回調査時とほ

ぼ変わらない結果となった。

これは、ねじの性格上、一般鉄筋の節形状精度

以上にねじ山の精度が要求され、各メーカーは

規格を遵守しつつ、メーカー独自で管理体制を構

築してきた成果と推察される。
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最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

D10 0.4 0.8 0.57 ― ― ― 0.4 0.8 0.57 ― ― ― 0.4～0.8

D13 0.5 1.0 0.70 0.8 1.0 0.92 0.5 1.0 0.69 0.7 1.0 0.88 0.5～1.0

D16 0.7 1.3 1.01 1.1 1.4 1.28 0.7 1.4 1.00 0.8 1.3 1.17 0.7～1.4

D19 1.0 1.6 1.30 1.2 1.9 1.66 1.0 1.9 1.30 1.3 1.8 1.62 1.0～2.0

D22 1.1 2.0 1.44 1.3 2.1 1.76 1.1 1.9 1.44 1.5 2.1 1.80 1.1～2.2

D25 1.3 2.0 1.64 1.5 2.5 2.02 1.3 2.3 1.63 1.7 2.5 2.04 1.3～2.6

D29 1.4 2.5 1.82 1.9 2.8 2.27 1.4 2.4 1.84 1.8 2.7 2.25 1.4～2.8

D32 1.6 2.8 1.99 1.9 3.0 2.43 1.6 2.7 2.03 1.9 3.1 2.44 1.6～3.2

D35 1.7 3.2 2.17 2.2 3.3 2.69 1.7 2.8 2.21 2.4 3.3 2.79 1.7～3.4

D38 1.9 3.0 2.37 2.3 3.6 2.96 2.0 3.3 2.47 2.6 3.4 3.00 1.9～3.8

D41 2.1 3.3 2.58 2.4 3.8 3.20 2.2 3.6 2.78 2.9 3.8 3.27 2.1～4.2

D51 2.6 4.2 3.05 3.5 4.8 4.05 2.5 3.7 3.11 3.5 4.9 4.14 2.5～5.0

最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値 最小値 最大値 平均値

D10 5.4 6.7 6.28 ― ― ― 5.6 6.7 6.25 ― ― ― 6.7以下

D13 5.2 8.9 8.26 6.9 7.1 6.98 5.6 8.9 8.17 6.9 7.1 7.00 8.9以下

D16 7.0 11.0 10.28 7.9 8.1 8.04 5.9 11.0 10.29 7.9 8.1 8.02 11.1以下

D19 9.2 13.3 12.25 7.9 9.1 8.21 6.4 13.4 12.20 7.9 9.0 8.16 13.4以下

D22 11.6 15.3 13.97 8.9 11.0 9.56 12.2 15.4 14.12 8.9 11.1 9.43 15.5以下

D25 12.6 17.7 15.65 9.9 12.1 10.86 13.1 17.7 15.88 9.0 12.1 10.85 17.8以下

D29 13.5 19.8 17.55 11.6 14.0 12.68 13.6 19.8 17.57 11.9 14.1 12.87 20.0以下

D32 14.6 22.1 19.17 12.6 16.1 13.83 14.4 22.1 19.24 12.8 16.1 13.98 22.3以下

D35 13.7 24.4 20.65 13.8 17.0 14.91 13.8 24.4 21.01 13.9 17.0 14.72 24.4以下

D38 15.4 26.2 22.42 14.9 17.0 15.53 18.2 26.2 23.13 14.9 17.1 15.44 26.7以下

D41 15.7 28.4 23.28 15.9 17.0 16.32 16.3 28.4 23.87 15.9 17.1 16.27 28.9以下

D51 15.3 34.7 26.89 18.9 20.2 19.70 16.3 34.8 28.42 18.9 20.2 19.85 35.6以下

JIS
規格値

今回（2022年）

ねじ節鉄筋

（単位：mm）

呼び名 一般鉄筋 一般鉄筋

前回（2017年）

ねじ節鉄筋

（単位：mm）

呼び名

表5.1　節の高さの調査結果　

表5.2　節の平均間隔の調査結果

JIS
規格値

一般鉄筋 一般鉄筋 ねじ節鉄筋

今回（2022年）前回（2017年）

ねじ節鉄筋
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図5.1-1 節の高さ（D10～D25)
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図5.1-2 節の高さ（D29～D51)
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図5.2-1 節の平均間隔（D10～D25)
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図5.2-2 節の平均間隔（D29～D51)
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鉄筋棒鋼品質調査 定例調査協力事業所 一覧

朝日工業㈱

㈱伊藤製鐵所

㈱伊藤製鐵所

大阪製鐵㈱

大谷製鉄㈱

関東スチール㈱

岸和田製鋼㈱

九州製鋼㈱

共英製鋼㈱

共英製鋼㈱

共英製鋼㈱

合同製鐵㈱

合同製鐵㈱

条鋼㈱

条鋼㈱

条鋼㈱

条鋼㈱

三興製鋼㈱

清水鋼鐵㈱

㈱城南製鋼所

拓南製鐵㈱

千代田鋼鉄工業㈱

㈱トーカイ

東京鐵鋼㈱

東京鐵鋼㈱

トピー工業㈱

中山鋼業㈱

北越メタル㈱

三星金属工業㈱

㈱向山工場

山口鋼業㈱

埼玉工場

石巻工場

筑波工場

西日本熊本工場

名古屋事業所

枚方事業所

山口事業所

船橋製造所

大阪製造所

豊平製造所

鹿島製造所

東部製造所

水島製造所

苫小牧製鋼所

本社・中部事業所

綾瀬工場

本社工場

八戸工場

豊橋製造所

長岡工場

久喜工場

社 事業所
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「高強度鉄筋の現状」及び付着特性

について

－特別調査編－
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．はじめに

鉄筋コンクリートに用いる棒鋼は、 「鉄筋コンクリート用棒鋼」に要求さ

れる化学成分や機械的性質が規定されている。当該 は 年の改定により

を超える 、 、 、 、 、 の種類の記号が

新たに追加された。

しかし、 を超える鉄筋は、上記の種類の記号が追加される以前より、鉄筋メー

カー各社が各々国土交通大臣の認定を受けて製造し、市場へ供給されている。

改定後に、これらの鉄筋を 品に切り替えるメーカーは今のところ見られてい

ない。

本調査は、「高強度鉄筋」を「鉄筋メーカー各社が大臣認定を受けて製造する、降伏

点が 級および 級の主筋用鉄筋ならびに降伏点が 級

および 級のせん断補強筋」と定義し、その品質等の現状を調査するもので

ある。

「大臣認定品の鉄筋」と「 鉄筋」

鉄筋は建築基準法第 条に定められる、建物の主要な構造部などに使用する「指定建築材

料」である。その品質は国土交通大臣の指定する日本産業規格に適合するものとされてい

る。

ここで、鉄筋が適合すべき日本産業規格は告示第 号「建築物の基礎、主要構造部等に

使用する建築材料並びにこれらの建築材料が適合すべき日本工業規格又は日本農林規格及び

品質に関する技術的基準を定める件」により と定められている。同 には

異形棒鋼の種類の記号として 、 、 、 、 までが定められ

ているため、 年版で追加された 以上の規格は存在しない。

また、建築基準法施行令第 条および平 告示第 号「鋼材等及び溶接部の許容応力

度並びに材料強度の基準強度を定める件」により、鉄筋の許容応力度、材料強度の基準強度

が定められており、 、 、 、 について基準強度が定められてい

る。 については、平 告示第 号「特殊な許容応力度及び特殊な材料強度を定め

る件」にて基準強度が定められている。 を超えた 以上の 鉄筋については

これらの強度が未指定のため、 で製造した高強度鉄筋は建築では使用できない。このた

め、建築物に用いるためには製造者・製造工場ごとに建築基準法第 条第二に基づき、国土

交通大臣の認定を受け、許容応力度や材料強度の指定を受けて使用されているのが現状であ

る。

一方、土木分野において高強度鉄筋は、建築のような法律上の縛りはなく、発注者や設計

者の判断で用いられている。設計の拠り所としては土木学会のコンクリート標準示方書や鉄

道総研の鉄道標準に高強度鉄筋に関する記述があり、いずれも ： 改定を反映

した内容となっている。しかし、使用実績はないと推察される。
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高強度鉄筋の開発背景

年代半ばから、高さ を超える超高層の鉄筋コンクリート建築物が施工さ

れるようになった。これに伴い、高強度コンクリートの使用、鉄筋の太径化、高強

度化の傾向が現れてきた。このような状況の中で、高強度コンクリートを構造材料

として活用する建築物の設計にあたって高強度コンクリートのポテンシャル性能を

最大限に利用する方法として鉄筋の高強度化が考えられた。

建設省 当時 において、昭和 年度から平成 年度までの か年計画で、総合技

術開発プロジェクト「鉄筋コンクリート造建築物の超軽量・超高層化技術の開発」 ）

（以下 総プロ）が実施され、そこに設置された高強度鉄筋分科会において、

等の高強度鉄筋の品質規格等が策定された。

年代半ばから鉄筋メーカー各社は 総プロの品質規格に準じた降伏点

級の鉄筋を開発し、大臣認定を取得したうえで製造販売が行われた。そ

の後、 年代半ばに、 総プロの規格にない降伏点が 級の鉄筋

が開発された。これは 級鉄筋と既存の 鉄筋の降伏強度の差が大き

いため、これを補間するニーズを捉え、開発されたものと考えられる。

一方、せん断補強筋の 級鉄筋は 総プロに先だって実用化されて

おり、主筋同様に製造者毎に大臣認定を受け、溶接閉鎖型せん断補強筋としての部

材実験等を行い、設計施工指針を策定した上で市場に供給されている。また、

年代半ばから 総プロの規格にはない 級のせん断補強筋が開発さ

れた。 級せん断補強筋は、短期許容応力度が 級と同等であり、

コストパフォーマンスに優れる高強度せん断補強筋として市場に供給されている。

普電工会員会社における高強度鉄筋の大臣認定取得は 年では主筋用で 社

件、せん断補強筋用で 社 件となっている。

普電工会員会社の高強度鉄筋の大臣認定取得件数を図 に示す。

図 ．普電工会員会社の大臣認定取得件数
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高強度鉄筋に求められる性能

高強度鉄筋には、下記の性能が要求されている。その項目と求められる理由を下記

に解説する。

主筋

① 降伏点（上限値・下限値）

降伏点が規格降伏点以上で、かつ、規格降伏点の 倍以下であること。

⇒部材の曲げ降伏荷重を精度よく保証するために上下限値が要求される（例：設

計者の意図しないせん断破壊等を防止する）。

② 降伏棚のひずみ度

ひずみが になるまで応力は降伏点の上限値以下であること。

⇒鉄筋にある程度の長さの降伏棚を持たせることで、巨大地震時にも部材が急激

な耐力低下を起こさずに変形する性能を持たせるために要求される。

③ 降伏比

（降伏点／引張強さ）が規定値（ または ）以下であること。

⇒曲げ降伏する梁端などで、変形が局部に集中せず、部材の降伏領域が適度に広

がることを期待するため要求される。

④ 伸び

破断時の伸びが 以上であること。

⇒所要の曲げ加工ができるようにすること、かつ、そこに大きな力が作用しても

破断しないようにするため要求される。

せん断補強筋

① 降伏点

降伏点が規格降伏点以上であること。

⇒保証強度を確保するために要求される。

② 伸び

破断時の伸びが規定値以上であること。

⇒所要の曲げ加工ができるようにすること、かつ、そこに大きな力が作用しても

破断しないようにするため要求される。
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． ： で追加された高強度鉄筋の規格

年の 改定により追加された を超える鉄筋の化学成分の規格を表 、

機械的性質の規格を表 に示す。

表 化学成分

種類の記号 炭素等量

以下 以下 以下 以下 以下 以下

以下 以下 以下 以下 以下 以下

以下 以下 以下 以下 以下 以下

以下 以下 以下 以下 以下 以下

以下 以下 以下 以下 以下 以下

以下 以下 以下 以下 以下 以下

表 機械的性質

種類の記号 降伏点

又は耐力

引張強さ 降伏比 引張試験片 伸び 曲げ性

曲げ

角度

内側半径

～ 以上 以下 号に準じるもの

号に準じるも

の

以上 ° 公称直径の２倍

～ 以上 以下 以上 ° 公称直径の２倍

～ 以上 以下 以上 ° 公称直径の２倍

～ 以上 以下 以上 ° 公称直径の２倍

～ 以上 － 以上 ° 公称直径の 倍

以上 以上 － 以上 ° 公称直径の 倍

注 異形棒鋼で、寸法が呼び名 を超えるものについては、呼び名 を増すごとにこの表の伸びの値からそれぞれ

を減じる。ただし、減じる限度は とする。

受渡当事者間の協定によって、曲げ角度・内側半径を他の値に変更して良い。

降伏棚のひずみ度は 以上とする。

高強度鉄筋の調査

調査方法

今回の調査は、普通鋼電炉工業会会員会社の内、高強度鉄筋を生産している全国

社から、 か年度の生産量および品質データを収集した。本調査における「高強

度鉄筋」とは普通鋼電炉工業会の会員各社が国土交通省の大臣認定を取得した「降

伏点が 級の主筋（以下 級と称す）」及び「 級の主筋

（以下 級）」並びに「降伏点が 級のせん断補強筋（以下

級）」及び「 級のせん断補強筋（以下 級）」を指すものとする。

データ収集は 年 月から 年 月の期間とし、この間で製造した主筋

（ 、 、 ）、せん断補強筋（ 、 、 ）の 品種について、生産

量、化学成分、機械的性質、寸法の品質データをアンケート方式で収集した。
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生産量

高強度鉄筋の生産量を表 および図 に全体の鉄筋生産量と合わせて示す。主

筋及びせん断補強筋を合わせた高強度鉄筋の生産量は平均約 千トン／年で、全て

の鉄筋生産量の約 ％であった。高強度鉄筋の用途としては主筋用が 割、せん断補

強筋用が 割の比率であった。種類の記号（鋼種）の比率は、 級 ％、

級 ％、 級 ％、 級 ％であり、高強度鉄筋のおよそ

を 級鉄筋が占めていた（図 ）。

表 高強度鉄筋の生産量

単位：鉄筋生産量は千トン、その他はトン

年度 合計 平均

主筋用

補強筋用

高強度合計

鉄筋生産量

図 高強度鉄筋の生産量推移
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化学成分

化学成分の調査結果を表 、表 に示す。調査結果の概要は次のとおりである。

表 級、 級の化学成分の調査結果

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

2.00以下

0.040以下

0.040以下

0.50以下

2.00以下

2.00以下

0.035以下

0.035以下

SD590級 SD685級

0.45以下

1.00以下
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表 級、 級の化学成分の調査結果

級

級の 、 、 、 、 の値はすべて の範囲内であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

量の平均値は ～ ％、最大値は であった。

量の平均値は ～ 、最大値は ％であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

級

級の 、 、 、 、 の値はすべて の範囲内であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

量の平均値は ～ ％、最大値は であった。

量の平均値は ～ 、最大値は ％であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

級

級の 、 、 、 、 の値はすべて の範囲内であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

量の平均値は ～ ％、最大値は であった。

量の平均値は ～ 、最大値は ％であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

1.50以下

0.040以下

0.040以下

0.45以下

1.00以下

2.00以下

0.040以下

0.040以下

SD685R級 SD785R級

0.40以下

1.00以下

97



級

級の 、 、 、 、 の値はすべて の範囲内であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

量の平均値は 、最大値は であった。

量の平均値は ～ ％、最大値は であった。

量の平均値は 、最大値は ％であった。

量の平均値は ～ 、最大値は であった。

機械的性質

機械的性質の調査結果を表 、表 に示す。調査結果の概要は下記のとおりで

ある。

表 級、 級の機械的性質の調査結果

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

－ － －

A:695以上

B:738以上

A:85以下

B:80以下

A:85以下

B:80以下

降伏点

引張強さ

降伏比

降伏棚の

ひずみ度

伸び

A:806以上

B:857以上

1.4以上

10以上

1.4以上

10以上

SD590級 SD685級
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表 級、 級の機械的性質の調査結果

級

～ の全調査データにおいて、降伏点・引張強さ・降伏比・降伏棚のひ

ずみ度、伸びは の範囲内であった。

降伏点の平均値は ～ であり、規格降伏点の 倍程度であった。

引張強さの平均値は ～ であった。

降伏比の平均値は であり、最大値は と 規格の上限である

以下の範囲に適合していた。

降伏棚のひずみ度の平均値は ～ であった。最小値は規格値下限の

、最大値は ％と製造ロットによる差異が生じていた。

伸びの平均値は ～ ％であり、最小値は ％であった。

級

～ の全調査データにおいて、降伏点・引張強さ・降伏比・降伏棚のひ

ずみ度、伸びは の範囲内であった。

降伏点の平均値は ～ であり、規格降伏点の 倍程度であった。

引張強さの平均値は ～ であった。

降伏比の平均値は であり、最大値は 規格の上限である であっ

た。

降伏棚のひずみ度の平均値は ～ であった。最小値は 、最大値

は ％と製造ロットによる差異が生じていた。

伸びの平均値は ％であったが、最小値は規格下限の ％であった。

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

降伏点

引張強さ

降伏比

伸び

806以上

―

8以上 8以上

―

924以上

785以上

SD685R級 SD785R級
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級

～ の全調査データにおいて、降伏点・引張強さ・伸びは の範囲内

であった。

降伏点の平均値は ～ であった。

引張強さの平均値は ～ であった。

降伏比の平均値は であった。

伸びの平均値は ～ ％であった。

級

～ の全調査データにおいて、降伏点・引張強さ・伸びは の範囲内

であった。

降伏点の平均値は ～ であった。

引張強さの平均値は ～ であった。

降伏比の平均値は ～ であった。

伸びの平均値は ～ ％であった。

単位質量、節高さ、節の平均間隔

単位質量、節高さ、節の平均間隔の調査結果を表 ～ に示す。調査結果の

概要は以下のとおりである。

表 級、 級の単位質量 許容差 の調査結果

表 級、 級の単位質量 許容差 の調査結果

表 級、 級の節高さの調査結果

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

－ － － ±4 ±4

±4 － － － ±4

±4 ±4

呼び名
SD590級 SD685級

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

±6 ±6

±6 ±6

±5 ±5

SD685R級 SD785R級
呼び名

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

－ － －

－ － －

SD685級
呼び名

SD590級
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表 級、 級の節高さの調査結果

表 級、 級の節の平均間隔の調査結果

表 級、 級の節の平均間隔の調査結果

級、 級

～ の全調査データにおいて、単位質量は± ％であり の範囲内であ

った。

～ の全調査データにおいて、節高さおよび節の平均間隔は の範囲

内であった

級、 級

～ の全調査データにおいて、単位質量は および は± ％、

は± ％であり、 の範囲内であった。

～ の全調査データにおいて、一部の節高さが の範囲外となった。

しかし、 ： には「せん断補強筋に用いる場合に受け渡し当事者

間の協定によって節の許容限度を変更してもよい。」とされており、 不適合

ではない。

～ の全調査データにおいて、節の平均間隔は の範囲内であった。

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

SD785R級SD685R級
呼び名

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

－ － － 24.4以下 24.4以下

26.7以下 － － － 26.7以下

28.9以下 28.9以下

呼び名
SD590級 SD685級

最小値 最大値 平均値 JIS規格値 最小値 最大値 平均値 JIS規格値

6.7以下 6.7以下

8.9以下 8.9以下

11.1以下 11.1以下

SD685R級 SD785R級
呼び名
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高強度鉄筋とコンクリート間の付着応力について

本工業会の「電炉鉄筋棒鋼研究委員会」 委員長：小倉弘一郎・明治大学教授 にて

発刊された第 回の調査研究報告書（ 年 月）には、鉄筋棒鋼とコンクリートの付

着性に関して市販電炉鉄筋の付着性を検討すると共に、既往の知見も併せ、異形鉄筋

の適正な表面形状について論じている。

前章で記述したように、 年の改定により、 「鉄筋コンクリート用棒鋼」

に を超える 、 、 、 、 、 の種

類の高強度鉄筋が新たに追加された。 節の「生産量」で報告されているように、

年度以降の高強度鉄筋の用途は、主筋用が 割、せん断補強筋用が 割の比率であ

り、 級 ％、 級 ％を占めている。

一方、鉄筋コンクリート建物の損傷評価として、ひび割れ幅は修繕の必要性・再使用

の可能性を検討する重要な指標であり、今日まで様々な実験的研究が行われてきている。

せん断補強筋に要求される性能は、耐力だけではなく、コンクリートに対する付着特性、

ひび割れ間隔・ひび割れ幅に及ぼす影響を把握する必要がある。

本特別調査においては、各鉄筋メーカーが国土交通大臣の認定を受けたせん断補強筋

用の 級および 級高強度鉄筋を用いた付着性能、および、ひび割れ性状

（ひび割れ間隔・ひび割れ幅）を把握するための実験を行ったので、ここでは実験結果

の一部を報告する。

表 に、本特別調査でヒアリングした各社が取得しているせん断補強用鉄筋の大臣

認定製品における節高さ（ ）と平均節間隔（ℓ）を示す。改訂された では、

「 及び の ， 及び は，せん断補強筋に用いる場合に受渡当事

者間の協定によって節の許容限度を変更してもよい。」と規定されている項目である。

これによると、各社ともに平均ひび割れ間隔においては の規格範囲内に設定されてい

るが、せん断補強筋の曲げ加工上の問題から、節高さにおいては規定値よりも低く設定

されている。本実験では、コンクリートに対する付着特性に大きな影響を及ぼすと考え

られるℓ ｈに焦点をおき、 の最大値であるℓ ｈ 、最小値であるℓ ｈ 、

中間値であるℓ ｈ に相当する異形鉄筋を実験対象とした。

実験概要

鉄筋コンクリート部材のたわみやひび割れ幅は、コンクリートと鉄筋間のすべりに

よって増大する。鉄筋の抜出しは鉄筋とコンクリート間の付着応力（τ）－すべり

（ ）関係に依存しており，その付着特性を把握することが重要である。本研究は、

高強度鉄筋を用いた引抜き実験により、高強度鉄筋 級 のコンクリートへの

定着性能に関する基礎データを得ることを目的とするものである。実験は シリーズ

からなり、シリーズ が高強度鉄筋とコンクリート強度とのバランス、シリーズ が

異形鉄筋の節形状を主な要因としている。高強度異形鉄筋の付着特性を把握するた

めに、コンクリート強度および節形状を主な実験要因に プリズム片引き試験体お

よび両引き試験体の単調載荷試験を行い、τ－ 関係およびひび割れ分散性への影響

を調べる。
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試験体の種類と形状

シリーズ の試験体形状を図 、シリーズ の試験体配筋状況を図 、シリー

ズ の１ 、１ の試験体種類を表 、表４ に、シリーズ の 、２ の試験体

種類を表 、表 に、シリーズ の実験 の試験体および実験結果一覧を表

、シリーズ の実験 の試験体および実験結果一覧を表 に示す。

シリーズ は ねじ節鉄筋（ ）とコンクリート強度を組み合せた実

験計画であり、実験の主要因はコンクリートの圧縮強度 水準（ ）、異

形鉄筋の強度（ ）の 要因である。シリーズ は節形状の異なる 異

形鉄筋（ 級、 級、 級）とコンクリート強度を組み合せた実験

計画であり、実験の主要因は鉄筋の節形状 種類とコンクリートの圧縮強度 水準

（ ）である。

各実験シリーズでは つの実験種類（ ）があり、実験 、 では 部材の

ひび割れ間隔、実験 、 では鉄筋のひずみ分布を求め、実験 、 では付着強

度を確認した。実験 、 、 、 の試験体は各 体であり、実験 、 の試験

体は各 体とした。

実験 、 の試験体形状は、断面 × 、長さ 両端から は

付着絶縁区間 の 角柱試験体であり、両端部から の区間にφ のスパイ

ラル筋を 間隔で配置した。

実験 、 の試験体形状は、 で断面 80×180mm、 で断面 × 、長

さはともに 両端から は付着絶縁区間 の 角柱試験体であり、試験

体全区間にφ のスパイラル筋を 間隔で配置した。

実験 、 の試験体形状は、 で 80×180× 、 で × ×

の 立方体試験体であり、試験体全区間にφ のスパイラル筋を 間隔で配

置した。付着長さを鉄筋径の 倍とし、残りの区間は載荷側にφ の座掘りによる付

着絶縁区間を設けた。

使用材料

表 に異形鉄筋の材料試験結果（降伏強度，降伏ひずみ，引張強度，ヤング係数，

伸び）を示す。なお、コンクリートの材料試験結果は、実験時の圧縮強度，割裂強

度およびヤング係数（ 圧縮強度時の割線剛性）を各実験の試験体一覧（表 ～

表 ，表 ，表 ）に示した。

載荷および測定方法

図 に実験 、 の加力状況、図 に実験 、 の加力状況、図 に実

験 、２ の加力状況を示す。

実験 、 は図に示すような加力フレーム内に両引き試験体をセットし、センター

ホールジャッキにより鉄筋降伏まで単調載荷を行った。

実験 では、試験体表面にπゲージを 間隔で設置することによりひび割れ幅

および試験体の軸方向変形を測定し，変位計により試験体端部からの鉄筋の伸出し・

抜出し量を測定した。角柱試験体の両端から の異形鉄筋部分に各 箇所の歪み

ゲージを表裏に貼付し、鉄筋の歪み度を測定した。

実験 では、異形鉄筋にひずみゲージを 間隔に 箇所（角柱試験体内では，
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左端から ， ， ， ， ， ， の位置に 箇所（図 参照），

角柱試験体の両端から の鉄筋部分に 箇所）貼付し、鉄筋の歪み度を測定した。

変位計により，試験体端部からの鉄筋の伸出し・抜出し量を測定した。

実験 は，試験体上部に設置したセンターホールジャッキにより鉄筋に引張力を作

用させた。試験体上面・下面に設置した変位計により、鉄筋のすべり量を測定した。

試験体の両端から の鉄筋部分に 箇所の歪みゲージを表裏に貼付し、鉄筋の歪

み度を測定した。

表 大臣認定品の節の高さと節の平均間隔

製品 節の高さ
h (mm)

JIS規定で

の h(mm)
節の平均間隔

ℓ (mm)
JIS規定で

のℓ(mm) ℓ/h

ⓔ 685R (D10) 0.280 0.4～0.8 6.23 6.7以下 22.3
685R (D13) 0.370 0.5～1.0 8.18 8.9以下 22.1
685R (D16) 0.480 0.7～1.4 10.03 11.1以下 20.9
785R (D10) 0.280 0.4～0.8 6.23 6.7以下 22.3
785R (D13) 0.390 0.5～1.0 8.23 8.9以下 21.1
785R (D16) 0.470 0.7～1.4 10.34 11.1以下 22.0

ⓕ 785R (D10) 0.185 0.4～0.8 5.880 6.7以下 31.8
785R (D13) 0.245 0.5～1.0 7.966 8.9以下 32.5
785R (D16) 0.282 0.7～1.4 9.753 11.1以下 34.6

ⓖ 685R (D10) 0.461 0.4～0.8 6.010 6.7以下 13.0
685R (D13) 0.553 0.5～1.0 8.001 8.9以下 14.5

ⓗ 785R (D10) 0.278 0.4～0.8 6.033 6.7以下 21.7
785R (D13) 0.325 0.5～1.0 7.449 8.9以下 22.9
785R (D16) 0.313 0.7～1.4 9.068 11.1以下 29.0

ⓘ 685R (D10) 0.24 0.4～0.8 6.42 6.7以下 26.8
685R (D13) 0.34 0.5～1.0 8.46 8.9以下 24.9
685R (D16) 0.48 0.7～1.4 10.51 11.1以下 21.9

Ⓙ 785R (D10) 0.311 0.4～0.8 6.033 6.7以下 19.4
785R (D13) 0.364 0.5～1.0 7.474 8.9以下 20.5
785R (D16) 0.362 0.7～1.4 9.046 11.1以下 25.0

ⓛ 685R (D10) 0.32 0.4～0.8 6.48 6.7以下 20.3
685R (D13) 0.47 0.5～1.0 8.44 8.9以下 18.0
685R (D16) 0.6 0.7～1.4 10.43 11.1以下 17.4
785R (D10) 0.303 0.4～0.8 5.994 6.7以下 19.8
785R (D13) 0.309 0.5～1.0 7.483 8.9以下 24.2
785R (D16) 0.312 0.7～1.4 9.013 11.1以下 28.9

ⓜ 685R (D10) 0.31 0.4～0.8 6.09 6.7以下 16.9
685R (D13) 0.36 0.5～1.0 7.97 8.9以下 22.1
685R (D16) 0.51 0.7～1.4 10.17 11.1以下 21.8

ⓝ 685R (D13) 0.673 0.5～1.0 8.973 8.9以下 13.3

【実験対象とした鉄筋】

・製品ⓛ： ， ℓ ，ℓ

・製品ⓕ： ，ℓ ，ℓ

・製品ⓔ： ，ℓ ，ℓ
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図 シリーズ の試験体形状

実験

実験

実験

図 シリーズ２の試験体配筋状況

実験

実験

実験
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表 試験体一覧（実験 ）

ひび割れ

試験体
鉄筋 節形状 実験日

ｺﾝｸﾘｰﾄ

試験日

σ σ

ねじ節

ねじ節

ねじ節

ねじ節

ねじ節

ねじ節

横節

横節

※ 節高さ（h）と節の平均間隔（ℓ），dは鉄筋の呼び径。（実測値）

No.1～6：h= 2.08mm, ℓ= 7.97mm, ℓ/h= 3.83,  h/d= 10.9%
No.7 ：h= 1.38mm, ℓ=14.2mm,  ℓ/h= 10.3,  h/d= 7.26%
No.8 ：h= 1.07mm, ℓ=11.9mm,  ℓ/h= 11.2,  h/d= 6.69%

表 試験体一覧（実験 ）

ひび割れ

試験体
鉄筋 節形状 実験日

ｺﾝｸﾘｰﾄ

試験日

σ σ

ねじ節

ねじ節

ねじ節

ねじ節

ねじ節

ねじ節

横節

横節

※ 節高さ（h）と節の平均間隔（ℓ），dは鉄筋の呼び径。（実測値）

No.1～6：h= 2.08mm, ℓ= 7.97mm, ℓ/h= 3.83,  h/d= 10.9%
No.7 ：h= 1.38mm, ℓ=14.2mm,  ℓ/h= 10.3,  h/d= 7.26%
No.8 ：h= 1.07mm, ℓ=11.9mm,  ℓ/h= 11.2,  h/d= 6.69%
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表 試験体一覧（実験 ）

ひび割れ

試験体

鉄筋 節形状 実験日 ｺﾝｸﾘｰﾄ

試験日

σ σ

節①ℓ/

節①ℓ/

節②ℓ/

節②ℓ/

節③ℓ/

節③ℓ/

節④横節

節④横節

＊1：No.7，8はJIS形状の横節形状を有するSD785材（特注），dは鉄筋の呼び径。（実測値）

節①（No.1, 2）：h= 0.55mm, ℓ=10.7mm,  ℓ/h= 19.5,  h/d= 3.44%
節②（No.3, 4）：h= 0.45mm, ℓ=10.5mm,  ℓ/h= 23.3,  h/d= 2.81%
節③（No.5, 6）：h= 0.33mm, ℓ=9.86mm,  ℓ/h= 29.9,  h/d= 2.06%
横節（No.7, 8）：h= 1.13mm, ℓ=9.32mm,  ℓ/h= 8.25,  h/d= 7.06%

表 試験体一覧（実験 ）

ひび割れ

試験体

鉄筋 節形状 実験日 ｺﾝｸﾘｰﾄ

試験日

σ σ

節①ℓ/

節①ℓ/

節②ℓ/

節②ℓ/

節③ℓ/

節③ℓ/

節④横節

節④横節

＊1：No.7，8はJIS形状の横節形状を有するSD785材（特注），dは鉄筋の呼び径。（実測値）

節①（No.1, 2）：h= 0.55mm, ℓ=10.7mm,  ℓ/h= 19.5,  h/d= 3.44%
節②（No.3, 4）：h= 0.45mm, ℓ=10.5mm,  ℓ/h= 23.3,  h/d= 2.81%
節③（No.5, 6）：h= 0.33mm, ℓ=9.86mm,  ℓ/h= 29.9,  h/d= 2.06%
横節（No.7, 8）：h= 1.13mm, ℓ=9.32mm,  ℓ/h= 8.25,  h/d= 7.06%
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表 鉄筋材料試験結果

図 ひび割れ性状を調べるための両引き試験の加力状況（シリーズ ， ）

降伏強度 降伏ひずみ ヤング係数 引張強度 伸び

【N/mm2】 【μ】 【N/mm2】 【N/mm2】 【%】
ねじ節

D19(SD345)
ねじ節

D19(SD685)
横節

D19(SD345)
横節

D16(SD345)
横節

D16(SD785)
節➂

D16(SD785R)
節②

D16(SD785R)
節➀

D16(SD685R) 762 3680 2.07×105 936 13.0

821 3850 2.13×105 1013 13.5

895 4330 2.07×105 1091 11.9

807 4140 1.95×105 994 11.8

393 2040 1.93×105 576 21.6

388 1930 2.01×105 580 19.6

700 3528 1.99×105 874 9.2

380 2018 1.88×105 569 18.3
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図 鉄筋の歪み分布を調べるための両引き試験の加力状況（シリーズ ， ）

（ ）シリーズ （ ）シリーズ

図 付着性能を調べるための引抜き試験の加力状況（シリーズ ， ）
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実験結果および考察

付着性能

実験 、実験 の実験結果一覧を表 、表 に、引抜き後の破壊状況の一例

を図 、図 に示す。実験 の軸応力度および付着応力度と抜け出し量の関係

を図 ～図 に、実験 の軸応力度および付着応力度と抜け出し量の関係を図

、図 に示す。なお、付着強度は最大耐力を付着面積で除した値とした。

最初に、主筋に用いられている の異形鉄筋を用いた場合の実験結果を報告する。

本実験で用いた異形鉄筋の節高さ（ ）と平均節間隔（ℓ）は、ねじ節で

ℓ= 7.97mm, ℓ/h= 3.83,  、横節で = 1.38mm, ℓ=14.2mm,  ℓ/h= 10.3,  

であり（ ：公称直径）、何れも の規格範囲内にある。

表 、図 、図 ～図 より、 ねじ節鉄筋においては、コンクリー

ト強度がσ と増加するとともに、付着強度の平均値はτ

と増加し、付着強度時の抜出し量の平均値はδ

と小さくなっている。いわゆる付着剛性が高くなっている。図

より、最終的な破壊モードは節間のコンクリートのせん断面の破壊（図 参照）

の様相を呈している。

でねじ節と横節の比較を行うと、τ の平均値は、ねじ節で 、横節

で ２、δ の平均値はねじ節で 、横節で となっている。

図 より、抜出しが生じてからの付着剛性はほぼ等しくなっている。これは、ね

じ節のℓ/ が 、横節のℓ/ が であることから、ねじ節では節間のコンクリ

ートのせん断面の破壊が早期に生じ、横節では節の支圧面でのコンクリートが部分

圧縮破壊してから、節間のコンクリートのせん断破壊が生じていると思われる（図

参照）。

次に、高強度のせん断補強筋として用いられている大臣認定品である の異形鉄

筋を用いた場合の実験結果を報告する。本実験で用いた異形鉄筋の節高さ（ ）と平

均節間隔（ℓ）は下記の 種類であり、比較のため の規格範囲内にある特

注の鉄筋を含めて 種類である（ ：公称直径）。以下の値は計測値である。

・節①：h= 0.55mm, ℓ=10.7mm,  ℓ/h= 19.5,  h/d= 3.44%
・節②：h= 0.45mm, ℓ=10.5mm,  ℓ/h= 23.3,  h/d= 2.81%
・節③：h= 0.33mm, ℓ=9.86mm,  ℓ/h= 29.9,  h/d= 2.06%
・横節：h= 1.13mm, ℓ=9.32mm,  ℓ/h= 8.25,  h/d= 7.06%
表 、図 、図 、図 より、σ の付着強度と付着強度

時の抜出し量は、横節が平均値でτ δ である。一方、節

① 節② 節③の順に平均値はτ 、δ

となっている。σ の付着強度と付着強度時の抜出し量は、横節 節①

節② 節③の順にτ 、δ

となっている。節形状の違いによらず、σ が増加するとともにτ および付着剛性が

増加している。しかし、節高さの鉄筋径に対する比率が小さい節②および③におい

ては節の凹凸が少ないため、コンクリートとの固着（摩擦抵抗）が切れると以降の

耐力上昇が緩慢になり、すべり量のみが増大している。
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図 からは、最終的な破壊モードは明確ではないが、図 の付着応力度と抜

出し量の関係から、ℓ/hが8.25の横節では、D19で見られた節の支圧面でのコンクリート

の部分圧縮後の節間のコンクリートのせん断破壊、ℓ/ が の節①では節の支圧面

でのコンクリートの部分圧縮破壊、ℓ/ が ０および が の

節② 節③では丸鋼で見られる摩擦力の喪失による破壊であると思われる。

図 に実験 および実験 から得られた付着強度とコンクリート圧縮強度と

の関係を示す。節形状の違いによらず、コンクリート圧縮強度が増加するにしたが

い付着強度が増加しているが、破壊モードの違いにより付着強度の上昇率に違いが

見られる。本実験範囲内では、節間のコンクリートのせん断破壊および摩擦力の喪

失による破壊に比べて、支圧面でのコンクリートの部分圧縮破壊の鉄筋における付

着強度の上昇率が大きくなる傾向が見られた。

表 試験体および実験結果一覧（実験 ）

試験体名 鉄筋 σ 付着強度 ／ 抜出し量 平均値

ねじ節

τ

× δ

ねじ節

τ

× δ

ねじ節

τ

× δ

横節

τ

× δ

σ 実験時のコンクリート圧縮強度，下段は σ 時の割線剛性

表 試験体および実験結果一覧（実験 ）

σ 実験時のコンクリート圧縮強度，下段は σ 時の割線剛性
抜出し量の測定に不備有り， 不備なデータを除いた平均値

No. 試験体名 鉄筋 σB(N/mm2) 付着強度(N/mm2) ／ 抜出し量(mm) 平均値

節①

τ

× δ

節①

τ

× δ

節②

τ

× δ

節②

τ

× δ

節③

τ

× δ

節③

τ

× δ

節④横節

τ

× δ

節④横節

τ

× δ
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(a) 1C1～3 Fc21 (b) 2C1～3 Fc60 (c) C1～3 Fc100
図4.2.3 軸応力度と抜け出し量の関係(ねじ節鉄筋，Fcの影響)

116/

112

（ ）ねじ節 （ ）ねじ節 （ ）ねじ節 （ ）横節

図 引抜き後の破壊状況の一例（実験 ）

（ ）節① （ ）節② （ ）節③ （ ）節④

（ ）節① （ ）節② （ ）節③ （ ）節④

図 引抜き後の破壊状況の一例（シリーズ ）



(a) 1C1～3 Fc21 (b) 2C1～3 Fc60 (c) C1～3 Fc100
図4.2.4付着応力度と抜け出し量の関係(ねじ節鉄筋，Fcの影響)

図4..2.5 軸応力度と抜け出し量の関係 図4..2.6 付着応力度と抜け出し量の関係

(ねじ節と横節の違い) （ねじ節と横節の違い）

（1）節①，Fc36 （2）節①，Fc80

（3）節②，Fc36 （4）節②，Fc80
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（5）節③，Fc36 （6）節③，Fc80

（7）節④，Fc36 （8）節④，Fc80
図4.2.7軸応力度と抜け出し量の関係（節形状とFcの影響）

（1）節①，Fc36 （2）節①，Fc80

（3）節②，Fc36 （4）節②，Fc80
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（5）節③，Fc36 （6）節③，Fc80

（7）節④，Fc36 （8）節④，Fc80
図4.2.8

図4.2.9 節によるコンクリートの

破壊モード

節間のコンクリートのせん断破壊

節支圧面でのコンクリートの

部分圧縮破壊

ℓ

ℓ
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付着応力度と抜け出し量の関係（節形状とFcの影響）

図 4.2.10 付着強度とコンクリート圧縮強度の関係



ひび割れ間隔およびひび割れ幅

実験 実験 に関して、図 、図 に実験終了後のひび割れ状況（ 面の

展開図）、図 、図 に引張荷重から求めた試験体端部の鉄筋応力とひび割

れ間隔・ひび割れ幅の実測値を示す。ひび割れ本数は、ひび割れ長さの総和を試験

体周長で除することで求めた。ひび割れ間隔は、試験体の長さを （ ：ひび割れ

本数）で除することで求め、ひび割れ幅は、図 中に示したπゲージで測定した

総ひび割れ幅をひび割れ本数で除することで求めた。ひび割れの状況では、

の長期許容引張応力度の までに発生したひび割れ（黒色）、長期から短

期許容引張応力度の までに発生したひび割れ（青色）、短期許容引張応

力度以降に発生したひび割れ（緑色）を区別して示した。

ねじ節鉄筋の平均ひび割れ間隔は、 、 ともにコンクリート強度が

高いほど小さくなり、 本当たりのひび割れ幅も小さくなる傾向が見られた。また、

の試験体では、平均ひび割れ間隔はねじ節鉄筋が横節鉄筋よりも小さくなる傾

向が見られた。 鉄筋の短期許容引張応力度（ ）時で、 （１

） （１ ） （１ ）の平均ひび割れ間隔は 、

ひび割れ幅は であった。 鉄筋では の短期

許容応力度時に多少のひび割れが発生し、高強度鉄筋の短期許容応力度

（ ）時で、 （１ ） （１ ） （１ ）の平均ひび割

れ間隔は 、ひび割れ幅は であ

った。また、 の 横節鉄筋 では、 鉄筋の短期許容引張応力度時

で、平均ひび割れ間隔は 、ひび割れ幅は であった。

せん断補強筋用の高強度 鉄筋の平均ひび割れ間隔は、節形状（付着性能）の違

いにより大きな影響を受けている。 の節①（ ） 節②（ ） 節③（

） 横節（ ）では、 鉄筋の短期許容引張応力度（ ）時で、平

均ひび割れ間隔は 、ひび割れ幅は

であった。高強度鉄筋の短期許容応力度（ ）

時で、平均ひび割れ間隔は 、ひび割れ幅は

であった。また、 の節①（ ） 節②（ ）

節③（ ） 横節（ ）では、 鉄筋の短期許容引張応力度（ ）

時で、平均ひび割れ間隔は 、ひび割れ幅は

であった。高強度鉄筋の短期許容応力度（ ）

時で、平均ひび割れ間隔は 、ひび割れ幅は

であった。

120/

116



）

） （横節， ） （横節， ）
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-4-

（ ） （ ） （

（ ） （ ） （

図 実験 のひび割れ発生状況



（節① ） （節② ） （節③ ） （横節 ）

（節① ） （節② ） （節③ ） （横節 ）

図 実験 のひび割れ発生状況
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図 実験 のひび割れ間隔とひび割れ幅（ の影響）

図 実験 のひび割れ間隔とひび割れ幅（ の影響）
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図 実験 のひび割れ間隔とひび割れ幅（ 節形状の影響）

図 実験 のひび割れ間隔とひび割れ幅（ 節形状の影響）
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両引き試験（歪み度分布）

実験 実験 試験体の鉄筋歪み度分布の一例を図 、図 に示す。鉄筋

の歪み度分布は、ひび割れ発生直前の引張応力が生じている状態のものである。た

だし、実験 の節②および節③の試験体は鉄筋降伏時までひび割れが発生しなかっ

たため、鉄筋両端の歪み度が μ程度までの歪み度分布を示している。各試験体

とも、鉄筋の軸方向歪み度は鉄筋端部から試験体の中央部に向かって徐々に減少し

ており、鉄筋の引張力がコンクリートへ伝達されている状況が良く把握できる。

図 には、コンクリート圧縮強度を要因とした の ねじ節鉄筋である

（ ） （ ） （ ）と、 横節鉄筋である （

）の歪み度分布を示した。 ねじ節鉄筋の歪み度分布はコンクリート圧縮強

度が高くなるほど、鉄筋端部からの応力伝達長さが小さくなり集中していることが

わかる。また，横節鉄筋の方が付着強度は高いが、応力伝達長さは付着剛性の高い

ねじ節鉄筋の方が小さくなっている。ひび割れは で鉄筋の応

力が で発生した。

図 には、 で鉄筋の節形状を要因とした （節①） （節②）

（節③） （横節）の歪み度分布を示した。 せん断補強筋用の鉄筋の歪み度

分布は節形状による違いが顕著であり、前述の（ ）付着性能で示した破壊モードご

とに応力伝達が異なっている。節間のコンクリートのせん断破壊を示した （横

節）の試験体のひずみ度分布は、図 で示した ねじ節鉄筋と同様な歪み度分

布の性状を示しており、鉄筋端部からの応力伝達長さが小さく集中している。節の

支圧によるコンクリートの部分圧縮を示した （節①）の試験体の歪み度分布は、

加力初期から試験区間全体（鉄筋端部から試験体中央部まで）で鉄筋応力が伝達さ

れている。鉄筋とコンクリートの摩擦抵抗により応力が伝達されている （節②）

および （節③）の試験体の歪み度分布は、節①と同様に加力初期から試験体全

体で応力が伝達されているが、鉄筋降伏時付近までひび割れが発生するまでの応力

は伝達されなかった。ひび割れは で鉄筋の応力が

―（発生せず） で発生した。
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（ ）ねじ節 （ ）ねじ節

ねじ節 横節

図 実験 の歪み度分布
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節① 節②

節③ 横節

図 実験 の歪み度分布
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実験の総括
引抜き試験による付着性能

・ 今回用いた節形状の異なる異形鉄筋の破壊状況は、①節間のコンクリートのせん断破

壊、②節の支圧面での部分圧縮破壊、③鉄筋とコンクリート界面の摩擦抵抗力の喪失

の 種類の破壊モードが観察された。

・ 破壊モードの違いは、節間隔 節高さの比、節高さ 直径の比等で決定されると思われ

る。破壊モードによる付着強度、付着剛性の違いが顕著である。

・ 破壊モードの違いによらず、コンクリート圧縮強度の増加とともに付着強度は増加し

ているが、各破壊モードごとの付着強度の増加率は異なっており、コンクリートの圧

縮強度で付着強度が決定する節の支圧面での部分圧縮破壊する場合の増加率が、コン

クリートの割裂引張強度で付着強度が決定する節間のコンクリートのせん断破壊、お

よび摩擦抵抗力の喪失による破壊よりも大きくなっている。

両引き試験によるひび割れ拡散傾向

・ 異形鉄筋の付着性能の違いが、ひび割れ間隔およびひび割れ幅に大きな影響を及ぼし

ている。

・ 節間隔 節高さの比が小さいねじ節鉄筋は、横節鉄筋に比べてひび割れ間隔が小さく

なることによりひび割れ本数が増加し、 本あたりのひび割れ幅が小さくなる傾向がみ

られる。

・ 節高さ 直径の比が小さいせん断補強筋用の鉄筋は、横節鉄筋に比べてひび割れ間隔

が大きくなることによりひび割れ本数が減少し、 本あたりのひび割れ幅が大きくなる

傾向が見られる。

・ コンクリート強度が増加することにより、ひび割れ間隔が小さくなり、 本あたりの

ひび割れ幅が小さくなる傾向が見られる。

両引き試験による鉄筋の歪み分布

・ 異形鉄筋の付着性能の違いが、鉄筋の付着力によるコンクリートへの応力伝達に大き

な影響を及ぼしている。

・ 節間隔 節高さの比が小さいねじ節鉄筋は、付着剛性が高く、横節鉄筋に比べて応力

を伝達する長さが短くなる傾向が見られる。

・ 節高さ 直径の比が小さいせん断補強筋用の鉄筋は、付着剛性が低く、横節鉄筋に比

べて応力を伝達する長さが長くなる傾向が見られる。

・ コンクリート強度が増加することにより、付着剛性が高くなり、応力を伝達する長

さが短くなる傾向が見られる。

以上

128/

124



あとがき

電炉鉄筋棒鋼の品質調査は、電炉鉄筋の品質向上とユーザーへの周知と理解を目的と

して 年に開始して以来、各種の調査活動を実施してきました。この間、ゼネコン、

設計会社等のユーザー、官公庁をはじめ関係諸団体から種々の意見を聞き、鉄筋棒鋼メ

ーカーにフィードバックすることにより、顧客満足度の向上等に繋げてまいりました。

今回は第 回目の品質調査として、 年 月に調査を開始し、データの分析や基

礎的な実験を行いここに報告するに到ったものです。

まずは、定例調査として普通鋼電炉工業会会員のうち鉄筋棒鋼を生産する全国 社

事業所から、化学成分、機械的性質、寸法、質量について、最近１カ年分の実績データを

収集しバラツキ分析等統計的に品質解析調査を行いました。

そして、今回の特別調査においては、会員各社が国土交通大臣の認定を受けて製造し

ている「高強度鉄筋」についての現状調査を行い、 ： への適合等を調査

しました。加えて、高強度せん断補強筋の付着特性に関する実験を行い、知見を取りまと

めました。これらのデータ等が「高強度鉄筋」の普及促進の一助となればと考えておりま

す。

今後本報告が、鉄筋コンクリート造の設計者、鉄筋加工業者、及び使用者各位に広くご

活用いただければ幸いです。最後に、本調査研究を進めるにあたりご助言、ご協力をいた

だいた関係各位に深謝申し上げます。

年 月

鉄筋棒鋼品質調査委員会幹事

（鉄筋棒鋼技術委員長）

阿部 康晴



【参考資料】

電炉鉄筋棒鋼メーカーの表示マークと鋼種ごとの製造可能サイズの目安

会 社 名 工場 表示マーク 鋼種ごとの製造可能サイズの目安 （注1）　 　〔　上段：一般鉄筋　　下段：ねじ節鉄筋　〕

所在地 SD590級 SD785級

主筋 主筋 せん断補強筋 せん断補強筋

朝日工業㈱ 埼玉
D13～D51
D13～D51

D13～D51
D13～D51

D13～D51
D13～D51

D13～D51
D13～D51 D19～D51 D19～D51

㈱伊藤製鐵所 茨城、宮城
D10～D16
D13～D16

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D13～D51
D19～D51

大阪製鐵㈱ 熊本
D10～D16 D10～D51 D10～D51 D19～D51

大谷製鉄㈱ 富山
D10～D38
D13～D38

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D10～D16

関東スチール㈱ 茨城
D10～D19 D10～D19 D10～D19 D10～D19

岸和田製鋼㈱ 大阪
D10～D41 D10～D41 D10～D41 D16～D41 K10～K16 K10～K16

九州製鋼㈱ 福岡
D10～D13 D10～D13 D10～D13

共英製鋼㈱
大阪、愛知、

山口
D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D19～D51

D35～D41
D35～D41

D19～D51
D19～D51

D10～D13

合同製鐵㈱ 大阪、千葉
D6～D19 D6～D51 D10～D51 D16～D51 D35～D41 D35～D41 D10～D16

三興製鋼㈱ 神奈川
D10～D38 D10～D38 D10～D38 D10～D38

ＪＦＥ条鋼㈱
北海道、
茨城、

埼玉、岡山

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D10～D51
D13～D51

D32～D41
D32～D41

D32～D41
D32～D41

D10～D16

清水鋼鐵㈱ 北海道
D10～D16
D13～D16

D10～D41
D13～D41

D10～D41
D13～D41

D10～D41
D13～D41

T10～Ｔ16

㈱城南製鋼所 埼玉
D10～D16 D10～D16 D10～D16

拓南製鐵㈱ 沖縄
D6～D51
D10～D51

D6～D51
D10～D51

D6～D51
D10～D51

D6～D51
D10～D51 D35～D41

TA10～TA16 T10～T16

千代田鋼鉄工業㈱ 東京
D10～D16 D10～D16 D10～D16 D10～D16

㈱トーカイ 福岡
D13～D16 D13～D51 D13～D51 D13～D51

東京鐵鋼㈱ 青森、栃木
D10～D51
D10～D51

D10～D51
D10～D51

D10～D51
D10～D51

D10～D51
D10～D51 D19～D41 D19～D41

TA10～TA16 T10～T16

トピー工業㈱ 愛知
D10～D16 D10～D38 D22～D38 D25～D38

中山鋼業㈱ 大阪
D16～D51
D19～D51

D16～D51
D19～D51

D16～D51
D19～D51

北越メタル㈱ 新潟
D6～D16 D10～D51 D10～D51 D19～D51 D10～D16

三星金属工業㈱ 新潟
D10～D16 D10～D41 D10～D41 D10～D41

㈱向山工場 埼玉
D10～D16 D10～D16 D10～D16 D10～D16 D10～D16

山口鋼業㈱ 岐阜
D10～D16 D10～D16 D10～D16 D10～D16 Y10～Y16

注1：本表は鋼種ごとの製造可能サイズの目安であり、発注等に際しては必ず各社連絡先等に確認のこと（製造鋼種・サイズは社単位で整理したので、

　　1工場では必ずしも一致しない）。

注2：SD590級～SD785級の製造可能サイズの目安については大臣認定品を含みます。

注3：機械式継手等は、各社のホームページ等でご確認下さい。

注4：各社のホームページURL、電話番号等については普電工ホームページもご参照ください（http://www.fudenkou.jp/member_01.html）。

出所：普通鋼電炉工業会　2023年10月調べ

SD685級
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